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平成３０年第８回邑南町議会定例会（第３日目）会議録 

【平成３０年１２月１２日（水）】 

―― 午前９時３０分開会 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
開議宣告 

●山中議長（山中康樹） おはようございます。定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。本日の議事日程は予めお手元に配布をしたとおりでございます。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●山中議長（山中康樹） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１４番、三上議

員。１番、大和議員。お願いをいたします。 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 一般質問 

●山中議長（山中康樹） 日程第２、一般質問。これより一般質問を行います。一般質問は

通告順に行います。予め一般質問の順番を申し上げておきます。１番、漆谷議員。２番、

平野議員。３番、和田議員。４番、瀧田議員。５番、宮田議員。６番、亀山議員。７番、

清水議員。８番、大屋議員。以上８名です。それでは通告順位第１号、漆谷議員登壇を

お願いします。 
●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） ６番、漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） 皆さん、おはようございます。６番、漆谷光夫でございます。え

ぇ、今日は１番バッターとして登場しました。えぇ、なお、今回は議場の音響が一新さ

れまして、私が初めてこの席でこのマイクを使わさしてもらうということになりました。

マイクも新しくなりましたが、私も気持ちを新たに、えぇ、一つずつ質問を丁寧にさし

ていただきますのでよろしくお願いいたします。えぇ、私は今回通告書にございますよ

うに、３点について質問を掲げております。まず、１点は、ゴールボールの事前合宿の

食材についてであります。２番目は、中学校の部活動の今後のあり方についてでありま

す。３番目は、桃源の家の跡地利用にかかわることでございます。以上、通告書に従い

まして、えぇ、一つずつ質問をしてまいりますのでよろしくお願いいたします。えぇ、

まず最初に、今回ゴールボールは、フィンランドのゴールボールの事前合宿が決まりま

した。その陰にはもちろん担当課、生涯学習課を中心に、えぇ、ほんとうに関係者の皆

さんが一生懸命奔走されたその結果だというふうに思います。また、忘れてはならない

のは町民の皆さんがそれを、後押しをされた、それがフィンランドの選手団の皆さんに

伝わったということだろうと思います。しかしながら、合宿の決定は第一歩、先ず最初

の扉を開いたというふうに私は表現しとります。これからが大変でございます。どうい

う共生社会を作っていくのか、またどういうレガシーを残すのか、そういうことが一番

大切で大きな目標に向かって町民全体で協働、そしてこのことについて共有しながら進

んでいくことが、まず一番大切なことではなかろうかというふうに思っております。さ
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て、質問に入る前に農福連携について少し触れてみたいと思います。私ども総務教民常

任委員会は、先般１０月に、えぇ、農福連携の草分けと申しますか、今トップを走って

おられます濱田健司さんの話を伺うことが、そういう機会を得ることができました。濵

田健司さんは、ＪＡ共催総合研究所の主任研究員であります。その方の話によりますと、

農福連携は農業の課題、そして福祉の課題、両サイドから見てその課題を何かというこ

とから農福連携が始まったようであります。農業側から見ますと、少子高齢化により、

担い手不足あるいは後継者不足、そういう課題や悩みがあります。一方福祉においては

障がい者の方が社会、いわゆる就労機会を拡大していこうという大きなテーマがありま

す。また、障がい者の方の低賃金という課題もあります。そういう課題を一つずつ克服

するために農と福を結び付けて、両者の課題を解決していこうという発想から始まった

そうであります。今、農福連携は全国に広がりを見せております。農福プラスアルファ

という形で今は広がりを見せております。ちょうど４、５日前にも三重県の志摩の農、

これは農と水産業を結んだので、えぇ、あぁ、あぁ、福と、福祉と水産業が結びつきま

したので、水福とでも申しましょうか。障がい者のある方がカキ養殖に携わって、一生

懸命頑張っておられるというような放送をたまたま見ました。農福連携は今、全国ネッ

トワークが形成されております。その発起人は三重県、岐阜県、長野県、京都府、鳥取

県そして島根県、この６人の方が発起人になって、えぇ、このネットワークを昨年の７

月に構築されました。一方で東京オリンピックの選手村の食材は、非常に厳しいものだ

そうです。いろんなこの食材、農産品については、いろいろクリアしなければいけない

ところがいっぱいある訳ですが、その中に一つ、後からこれは分かった訳ですが、障が

い者の方が主体的に携わられた農産品を、調達基準の、に加え推奨していこうというこ

とがあります。選手村と私どもの町で行う選手合宿は、いろいろ違いはありましょうが、

考え方は同じだと思います。ということで、まず１問の質問にまいりますが、えぇ、フ

ィンランド側から今回の合宿、事前合宿に対して食材的な注文はあるのか、また制限は

あるのか、そして先ほど来申し上げますように農と福、本町には福祉施設もありますし、

いろいろ農家の方も頑張っておられます。そういう邑南町の農業に携わってる方と福祉

を結び付けたそういう農産品を今回の事前合宿の食材にしてはどうだろうか、という質

問言いますか、私の提案でございます。これについてどのようにお考えなのか、まずお

答えいただきたいと思います。 
○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、事前合宿でおいでいただくフィンランドゴールボ

ールチームの皆さんに、皆さんをおもてなしする食事に、えぇ、農福連携で生産された

農産品を使ってはどうかとのご提案でございます。えぇ、フィンランドゴールボールチ

ームの事前合宿を誘致しようとする思いと農福連携の取り組みというのは、考え方には

重なる部分が大きいという気がしております。農福連携に取り組んでおられる福祉事業

所は既に町内にございますし、そこで生産されている農産物も多種にわたっているよう

に伺っております。また、事業所によっては加工調理して給食事業に取り組んでおられ

るところもございますので、取り組みの規模によっては実現の可能性はあるのではない
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かと考えております。しかしながら事前合宿の実施時期に合わせて、スケジュールの調

整やメニューの作成、それらにあわせた作付け計画の作成、そして何より賛同いただけ

る農家、福祉事業所の協力など整理すべき項目も多々あろうかと思っております。そし

て、次にあのぅ、食材調達についての要望がフィンランドゴールボールチームの方から

出されているかについては、生涯学習課の方からお答えをいたします。 

○大橋生涯学習課長（大橋覚） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 大橋生涯学習課長。 

○大橋生涯学習課長（大橋覚） えぇ、漆谷議員のおっしゃられました食材の希望および条

件等でございます。先ほどおっしゃられましたように、組織委員会といたしましては、

障がい者が主体的に関わって生産された農産物を推奨する方向性はお持ちでございます。

また、えぇ、フィンランド共和国、先般覚書を締結さしていただきましたけど、まだあ

のぅ、具体的にその食材についての条件等々につきましては、まだ協議段階の上でござ

いますので、またあのぅ、決定をさしていただきましたらご報告をさしていただきたい

と思います。以上でございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、えぇ、食材についてはこれからということで、えぇ、なお、

農福連携についてはこれから可能性を求めていく。まぁ、時間的な余裕はまだあると思

いますので、可能性に向って一つ努力していただければと思います。さて、これはほん

の一例でありますが、農福連携このようなことを今回の事前合宿に食材を利用するとい

うことで、この農福連携を、この招致したレガシーとしてこれから伝えていく、農福連

携を推進していく。これによって邑南町の共生社会がどんどん進展していく。このよう

なことが大切ではなかろうかと思います。農業と福祉、点と点を結べば線になります。

なお、また先ほど申し上げましたように、農福からプラスアルファを加えていくとどん

どん点が増えて、線で結ばれます。それを一つの面としてこれからの邑南町のレガシー

として残していく。このようなことが非常に私は大切ではなかろうかというふうに思い

ます。それで次の質問に移りますが、この農福連携をレガシーとしてどのように残すか

でありますが、今初めて私が質問、皆さんの前で質問しておりますので。えぇ、まぁ、

今の段階で生涯学習課とすればどう思われるか。また農林振興課の方ではどういうふう

に思われるか。また福祉課とすればどのように思われるか。まぁ、三者三様の考えがあ

ろうかと思いますが、ひとつ、今の段階でのお考えを述べていただければありがたいと

いうふうに思います。 

○沖福祉課長（沖幹雄） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 沖福祉課長。 

○沖福祉課長（沖幹雄） 三つの課についてのご質問でございましたが、私の方でまとめて

回答さしていただきます。えぇ、これまで、町内の企業や事業者、団体あるいは個人の

皆さまにおかれまして、障がい者や障がいの特性に対する理解をいただき、雇用の面や

ボランティア活動、社会参加の場づくりなどで、いろいろな支援をいただいており感謝

を申し上げます。また近年は、あいサポーター運動等に非常に積極的に各団体、取り組



4 
 

んでいただいておりまして、そちらについてもお礼を申し上げたいと思います。町とし

ても、邑南町地域保健福祉計画のなかで、みんなが仲間、共に生き、共に創る、一人ひ

とりが輝くまちを障がい福祉の理念として、様々な施策を展開しております。今回のゴ

ールボール事前合宿招致をきっかけとして、さらに、多くの方々に理解をいただき、よ

り良い共生社会づくりにつながればレガシーとなるものです。障がいのある方の就労の

面で、農福連携は有効であります。林業やその他の町内産業も含めて広い意味で、さま

ざまな職種で可能性があります。町としては、障がいのある方と、こんな職種で採用で

きないだろうかという思いのある方とのマッチング、環境づくりを支援したいと考えて

おります。邑南町障害者総合支援協議会では、毎年、雇用促進連絡会を開催しています。

この会は、働きたいと考えている障がいのある方と、障がい者雇用を考えている企業、

事業所とを結びつける会です。次は、来年１月に開催を予定しております。さらに多く

の企業、事業者の皆さんの参加を期待しております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、ありがとうございました。えぇ、まぁ、この農福連携は非

常に可能性のある、そして広がりのある共生社会に是非とも必要なことだと私は信じて

います。えぇ、さて、いろいろ農福連携を中心に質問してまいりましたが、えぇ、くど

いようですが、今回の事前合宿は一時的なイベントに終わっては何にもなりません。い

かに共生社会、レガシーを残していくことが大事なことかいうことをみんなで再認識し

たいと思うわけですが、えぇ、町長も行政報告で申されました。この招致が決まったこ

とはスタートである。これから共生社会に向かって、しっかりと取り組みを進めていく、

その結果としてレガシーを残していく。このようなことを申されました。えぇ、最後に

お聞きしますが、この事前合宿に向けての町長の思いをお聞かせいただければと思いま

す。よろしくお願いします。 
○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） えぇ、まぁ、漆谷議員さんの方から農福連携ということを中心に、

まぁ、レガシーの話をされた訳であります。私もあのぅ、２０２０東京オリパラが決ま

った時に、特にパラリンピックにこだわったのは、やっぱり共生社会をつくる上で非常

にこれは、パラリンピックは重要だということで特にパラにこだわった訳であります。

で、共生社会という、まぁ、よく言う訳ですけども、あのぅ、よく考えてみると我々こ

とばとしてよく使うのは、健常者、障がい者と、まぁ、こういう表現をする訳ですけど

も、まぁ、よく考えてみればそこでもう私は一つの区別されてるような言い方になるん

ではないかなあと。障がいをもっていらっしゃるとなるほどそうかも知れませんけども、

私は突き詰めて考えればそれが個性じゃあないかというふうに思うんです。やはりひと

り一人の個性を尊重するということが共生社会ということであって、えぇ、健常である、

障がいであるというような話はあまり今後すべきでないなというのは私の個人的な思い

です。で、そういうやはりことを考える時に、パラリンピックにこだわり、ゴールボー

ルということで招致したことは非常に、まぁ、いい結果だろうと、まぁ、思いますし、
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これをバネにして先ほど言ったような邑南町ならではの共生社会、町民ひとり一人がそ

ういう意識を持っていただくようなものを作り上げていきたいと、こう思うんです。で、

邑南町は特にあのぅ、食ということにこだわってます。えぇ、食というのは、これは例

えば視覚障がいの方であっても、これ十分においしい物であれば楽しめる訳です。えぇ、

たまたま、あのぅ、ある新聞を私読んでおりましたら、まぁ、ちょっと紹介をしたいん

ですけども。えぇ、食とは目が見える、見えないに関係なくみんなが一緒に楽しめる世

界である。障がい云々という前に同じ人間として各人各様の個性を尊重する、おいしい

物を共食すれば、共に食べる、共食すれば新たな共生の思想も生まれるのではないかと

考えていると。まぁ、こういうような記事を読んで、正にそうだなあとこれを思ってお

りますので。やはり食にこだわってですね、共生社会を考えて行くっていうのも非常に

大事なんかなあと思いました。えぇ、フィンランドの先日の皆さんが来られた、いこい

の村の一緒に食べる席上で私の隣にいらっしゃったフィンランドの選手の皆さんが、多

少目が不自由でもほんとにこれはおいしいね、おいしいねとたいへん喜んでいただいた

訳です。正にこの今の記事にあるように食というものでみんなが共食をして、楽しんで、

えぇ、一緒の仲間だとこういうふうにやれば、だんだんその共生社会という気持ちも正

に湧き上がってくるんではないかなとこういうふうに思っております。まぁ、そういう

ことを中心にレガシーとして、食を中心にも考えて行きながら築き上げていきたいなあ

とこういう思いであります。 
●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、本町も食と農、いうことを掲げております。これに農を加

えて、あぁ、福を加えて、えぇ、先ほど町長も言われましたように、共食社会が実現し

ていけばすばらしい邑南町になるではなかろうかというふうに思います。これでまず、

１問目の質問は終わります。次に中学校の部活動の今後のあり方、これについて、えぇ、

これから質問してまいりたいと思いますが。えぇ、昨今、新聞紙上等では学校の先生方

の非常に労働時間言いますか、勤務時間が長いというようなことが報じられております。

また一方では中学校の部活の指導される、言いますか、顧問の先生が不足して非常に困

っとるということであります。これも新聞に載っとりましたが、島根県も１８年度部活

の指導員の採用を断念言いますか、来年度に見送ることが新聞に載っとりました。あぁ、

なるほどそれだけ部活の指導者が不足しとるんかなあということを、まぁ、実感した訳

でありますが、まず、いち、最初にお答えいただ、質問する訳ですが、えぇ、中学校の

指導者不足あるいは部活に対する先生方の不足、これについて教育委員会はどのように

認識されとるのか、これについてお聞きしたいと思います。 

○洲濵学校教育課長（洲濵浩敏） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 洲濵学校教育課長。 

○洲濵学校教育課長（洲濵浩敏） 中学校の部活動の指導者不足や顧問の負担増についてで

すが、まず、部活動の指導者の不足についてです。中学校の部活動の顧問は、学校教育

の一環として、原則中学校の教員が行っており、現在のところ、教員でぎりぎり対応で

きる部活動数となっています。したがって、今年度、中学校の部活動の顧問は最低限の
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数は確保できている状況です。しかし、中学校教員は教科の免許によって異動があるた

め、必ずしも該当部活動を指導できる顧問が居るとは限りません。そのため、生徒の技

能向上などのため、町内の中学校では、次のとおり外部指導者をお願いしている状況で

す。バスケットボール部１名、吹奏楽部３名、卓球部１名、水泳部３名、男子ソフトテ

ニス部１名です。次に顧問（教員）の負担についてですが、部活動の指導後、授業の準

備などを行うなど時間外労働が増えているという負担があります。また、各中学校の教

員が担う部活動の顧問は、緊急時の対応などに備えて、複数の顧問、教員による体制が

組まれています。また、大会への引率や大会期間中の役員としての業務もあります。土

曜、日曜日に大会参加などもあり、顧問、教員の長時間の労働要因になっている面もあ

ります。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） だいたい中身については分かりました。えぇ、ちなみにフィンラ

ンドの話に戻りますが、フィンランドの学校では、先生はほんとに学習面で教えるばか

り、それを専門にやっとられるようです。まぁ、欧米もほとんど、日本のように先生方

が何もかも関わってやっとられるのは日本だけだと思います。えぇ、これからたとえ話

をします。えぇ、例えば小学校の時に、えぇ、クラブあるいは地域のスポ少とかで、ク

ラブチームに入って、えぇ、地域の指導員のもといろいろ日夜練習して全国、じゃあな

い、県大会に行って、えぇ、並みいる大規模校の生徒と闘って、立派な成績を収めた。

しかし、中学校へ行くと自分たちのしていた活動が中学に無いので部活に入ってできな

い。高校に行けばあるんですが、高校に行くまでの３年間のブランクは非常に大きい、

ということで、やむを得ず地域のクラブで練習を続ける。そしてその結果を誰もですが、

他校の生徒と競い合って日頃の成果を問いたいというのは子どもだけでなく、誰もが望

むとこだと思います。しかしながらそこに大きな障壁言いますか、県大会に、への道が

ふさがれているのは中体連の決まり、約束事、要項があるわけです。個人スポーツに限

っては学校の先生が引率を必ずしも要項に加えてない場合もありますが、ほとんどの団

体競技は、学校の先生が必ず引率。監督あるいはベンチに入って、えぇ、しないと県大

会の出場権は得られないというような事情があるようです。そういうこともあって、先

ほど申し上げましたが、県も非常勤職員として部活動の専任の指導員を採用する、して

いこうということが島根県でも取り組まれました。まぁ、それがなかなかなり手が、不

足で、なかなか叶わないというのが、まぁ、現状であす。例えばこういうような例が邑

南町では無いんでしょうか。具体的な名前やあれは結構ですが、あるか無いかでお答え

いただきたいと思います。 
○洲濵学校教育課長（洲濵浩敏） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 洲濵学校教育課長。 

○洲濵学校教育課長（洲濵浩敏） えぇ、地域のクラブチームが島根県の中学校体育連盟主

体の大会に出場できない事例はないかという部分ですが、ご質問ですが、えぇ、学校の

部活動で，顧問、教員の不足による中学校の体育連盟の大会に出場できない事例は、ご

ざいません。が、ただ、学校の部活動外の社会体育関係について、地域のクラブチーム
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で活動する生徒が、中体連の大会に学校代表として出場したいが、教員の不足で大会に

引率する教員を付けることができず、大会に出場できない事例はございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、結論的にはあるということです。えぇ、学校の部活動でや

る子どもたちも、地域のクラブで一生懸命励んどる子どもも、ものの考え方やそれに対

する情熱は何ら変わりはありません。ただ、学校の部活か、地域の部活か、やむを得ず

地域のクラブで練習をしとるということであります。まぁ、これを県大会の道に、を開

いていくためには、地域指導者を、の方を学校が認めるかどうか、あるいは先ほど申し

上げますように、部活の指導員を採用してそれに当たってもらうか、あるいはまたいろ

いろな方法もあろうかと思いますが、お互いに歩み寄っていろいろな方法をこれから工

夫していく、このようなことが今問われていると思います。まぁ、決まりは決まりです

ので、しっかり守っていかねばなりません。今、国の指針としても地域と学校で共に子

ども達を育てていこう。もちろん邑南町も日本一の子育て村ということで今取り組んで

おります。そういう点からありますと、この子ども達が成長する過程で非常にこの３年

間の部活動というのは人間形成をしていく上で、非常に大切な時期だと思います。従い

まして、頑張ったことを県下の学校といろいろ競い合って、またそれによってモチベー

ションを高めて次につないでいく、このことは非常に私は重要なことだと思います。そ

こで、教育長にお聞きします。このような現実をですね、保護者の方あるいは学校の先

生、そして教育委員会と同じテーブルについて、この打開策について考えていく必要が

私はあると思いますが、どのようなお考えをお持ちなのか、えぇ、教育長の思われると

ころをお聞かせいただければというふうに思います。 
○土居教育長（土居達也） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 土居教育長。 

○土居教育長（土居達也） ええとですね、あのぅ、このぅ、まぁ、具体例といいますか、

それ以前の問題として、この中学校に限らず、この日本の部活動とか、あるいは掃除で

あるとかいうのは、非常にあのぅ、国際的にも日本型教育として評価を最近されていま

す。というのは、えぇ、諸外国、欧米では学校外のところでスポーツ活動が行われてい

ます。で、学校の中で、学校教育の一環として、スポーツ活動あるいは掃除であるとか、

そういったことをやるということが、非常にあのぅ、子どもたちの自制心であるとか、

やり抜く力をこう育てていくためには、非常にこう有効だということが、あのぅ、最近

高く評価されつつあります。ですので、えぇ、外へこう部活動を、スポーツを出すとい

う方法と、日本型のそういった学校内でやるという部分について、まぁ、いろんな考え

方があると思います。まぁ、現実的にはまぁ、今日本では学校の中での部活動を推奨し

てるわけですけども、えぇ、それもいろんな考え方があります。また先生方の負担増も

どうしていくかというような課題もあります。で、今、先ほど議員さんご質問の、いわ

ゆる社会体育でやってる子どもたちもそういった部分で言いますと、同じような気持ち

でやってる、あるいは指導者も同じような考え方でやっていただいてるというふうに思

います。ところがあのぅ、上位の大会、まぁ、いわゆる島根県の中体連のルールによれ
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ば、結局そのぅ、えぇ、部活動の、社会体育でやっている活動の参加は学校の部活動と

して認められないと、団体としての参加は、まぁ、認められていないのが今の実態です。

で、これがあのぅ、どのように変わっていくかっていう部分にも、まぁ、大きく関わっ

てくることだというふうに思っております。ですので、単にあのぅ、邑南町だけでこれ

をどういうふうにするかということは、非常にまぁ、難しい課題だなあというふうに思

っております。まぁ、あのぅ、いろんなあのぅ、状況を、島根県の状況を考えながら、

えぇ、たぶんあのぅ、中体連のほうも、今個人種目に限って、えぇ、外部の指導者の参

加を認めていますけども、これがどういうふうに変わっていくかっていうのは、えぇ、

注目していかなきゃいけないし、まぁ、あのぅ、意見を言う場があれば、そういった実

態もあるんだというようなことも言っていく必要があるかなあとは思います。えぇ、そ

れとあのぅ、いわゆる、あのぅ、部活動指導員、あのぅ、国と県と市町村が３分の１ず

つ出して指導員を非常勤として雇用するような、あのぅ、制度を、まぁ、つくられてい

ますけども。実際にはなかなかそのぅ、適切なそうした指導ができる方の不足というこ

とも現実にはあると思います。えぇ、いわゆるあのぅ、学校の部活として認定されても

そういう方がいない場合には、なかなか難しいという状況もあると思いますので。えぇ、

いろんな、あのぅ、知恵を出しながら、えぇ、子ども達のスポーツを通しての、あるい

は部活を通しての成長ということは、えぇ、学校も地域も家庭も、いろんな知恵を出し

ながら一緒になって、えぇ、どういうふうにしていくかということは考えていく必要が、

これからはあるんじゃあないかなあというふうに思っております。 
●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、一般論的なことは今お聞きしました。よく分かりましたが、

子どもたちは日々成長しております。えぇ、明日とは言いませんが、どうか今の子ども

たちがですね、高校へ行くまで、この３年間、この思いを大事にしてですね、先ほど申

し上げましたように関係者が同じテーブルに着いて、いろんなことを論じ合う場があっ

てもいいんじゃあないかと思うんですが。しつこいようですが、教育長、その音頭をと

っていただいて、えぇ、同じテーブル着く、場を作っていただくようなことはできない

でしょうか。 

○土居教育長（土居達也） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 土居教育長。 

○土居教育長（土居達也） あのぅ、その具体例のことについて、解決につながるかどうか

ということは分かりませんけども。あのぅ、この部活動の事だけに限らず、いろんな課

題について、保護者や学校がいろんな協議の場を設けるということについて、えぇ、こ

れは閉じられている訳ではございませんので、えぇ、その一つとして、協議の場と言い

ますか、えぇ、をいうことは、あのぅ、必要なことじゃあないかというふうに思ってお

ります。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、まぁ、よろしくお願いします。えぇ、なんにしても子ども
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第一でございますので。ひとつ、これからもこの部活については、真剣に大人の私たち

がしっかりと考えていかねばならない課題だというふうに理解しておりますのでよろし

くお願いいたします。えぇ、それでは３番目の桃源の家の跡地のことについて質問して

まいります。えぇ、まず、１点目ですが、実は平成２７年の６月議会でも桃源の家の跡

地利用については、あぁ、ここで、この場で質問しております。えぇ、その時に回答得

たのは、まぁ、住宅地等についてはいろいろ検討してみたが、なかなか、えぇ、無理な

ところがあるので、なかなか今の段階ではどうしようもないということでお話を聞かし

ていただきました。また町長のほうからは、これからも桃源の家の跡地利用検討委員会

で民間を交えてしっかりと検討していくという言葉をいただきました。まぁ、桃源の家

が当地から現在の位置に転移したのは、約６年半前であります。当時の経緯からします

と地域や地元の方は桃源の跡地利用については非常に関心を持たれています。今でもそ

うであります。そういうことを踏まえまして、えぇ、今現在桃源の跡地はどういう利用

のされ方をしとるのか、この点についてお聞きします。 
○朝田管財課長（朝田誠司） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 朝田管財課長。 

○朝田管財課長（朝田誠司） えぇ、旧桃源の家の跡地でございますけれども、現時点では

具体的な利用計画は策定されておりません。現在、普通財産といたしまして邑智郡森林

組合に木材のストックヤードとして、また合同会社アグリサポートおーなんに飼料のロ

ールのストックヤードとして土地の有償貸付を行っておるところでございます。まぁ、

遊休地、遊休施設につきましては、できるだけ民間事業者等に積極的に貸付を行いまし

て、維持管理費を縮減するとともに、土地貸付収入を得ることで財産管理を行っている

ところございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、一度に聞けばよかったんですが、このぅ、今利用されとる

のは一時的なものなのか、それとも永続的に使われるものなのか。どのような契約で利

用されとるのかお聞かせいただきたいということと。今後、跡地の検討委員会について

は、この跡地について継続して検討されていくのか、このさん、２点ですか、これにつ

いてお聞かせいただきたいと思います。 
○朝田管財課長（朝田誠司） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 朝田管財課長。 

○朝田管財課長（朝田誠司） ええと、貸付の期間等でございますけれども、まぁ、ストッ

クヤードという、あのぅ、一時的な使用ということでございますので、えぇ、単年度の

貸し付けという契約になってございます。それと検討委員会でございますけれども、こ

れにつきましては、えぇ、継続していくかどうかというご質問でございますけれども、

検討委員会自体が、えぇと、現在は無いというふうに承知をしてございます。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇと、検討委員会の、いつから無くなったんですか。どういう
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メンバーで構成されとったんですかね、地元の方は、方は入っとってなかった訳ですか。 
○服部総務課長（服部導士） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） えぇ、桃源の家が、移設する際に確かに今のそういう話もご

ざいましたけれども。実際、あのぅ、解いた後のですね、活用方法については地元の方

とお話をする機会も、まぁ、ありましたけれども、今現在はそういう検討委員会は設け

ておりませんで、あのぅ、有償的な貸し付けを短期的に行っておりますけれども、いい

建物等のですね、あのぅ、ご希望があれば、あのぅ、今は普通財産ですので、自由に、

あのぅ、販売をしていきたいというふうには思っております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） まぁ、あのぅ、２７年６月議会の議事録見てもらえば、検討委員

会ということが出とりますので、まぁ、よろしくお願いしますいうことと。まぁ、何が

言いたいか言いますと、これからもしっかりと空き地利用については、しっかり検討し

ていただいて、えぇ、地域の活性化に役立つような利用の仕方を考えていってもらいた

いということが言いたかった訳であります。えぇ、次に、その桃源の家を解体した後の、

跡地の、隣接にするところに、えぇ、無縁墳墓、正式には無縁墳墓と申します。えぇ、

が、ございます。まぁ、納骨堂とでも申しましょうか。えぇ、その管理や供養は誰がど

のようにされているのか、今現在どのようになされているのか。えぇ、この点について

お聞きします。 
○沖福祉課長（沖幹雄） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 沖福祉課長。 

○沖福祉課長（沖幹雄） 旧桃源の家の納骨堂なんですけども、ええと、その中に納められ

ておりました遺骨の処理をするまでは、あのぅ、桃源の家の所長さんに委託して管理し

ていただいておりました。今は、それは解消しております。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、まぁ、私も時々気になりますので、えぇ、２，３日前にも

行ってみました。まぁ、非常にこう、まぁ、これでいいのかというような状況を、でご

ざいました。やはり、公告言いますか、町の公に告げるということで、この無縁墳墓を

どっか移転する言いますか、いうことで１年の期限をもって公に告げられております。

これは平成２８年の３月１０日に交付を発せられておりますので、あれからもう少し年

が明けますと３年になります。まぁ、これも気になるところですが、今後やはりここは

しっかりと解体して、整地して、環境整備を整えるのが一番大切なことだろうというふ

うに私は思います。そののち、初めて桃源の跡地の利用についても前に進んでいく、こ

のような状況がつくられるのではなかろうかと思いますが。えぇ、これからのこの無縁

仏の納骨堂言いますか、無縁墳墓の解体やそこを整地していくこのような計画はあるの

でしょうか、ないのでしょうか。この点についてお聞きします。 

○沖福祉課長（沖幹雄） 番外 
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●山中議長（山中康樹） 沖福祉課長。残り時間がすくのうございますので答弁は簡潔にお

願いします。 

○沖福祉課長（沖幹雄） えぇ、先ほど議員おっしゃいましたように、公告をいたしまして、

もう１年以上経過しております。で、それと併せて、あのぅ、並行してですけど、遺骨

保管名簿をさらに精査しまして、連絡のつく関係者の方がいらっしゃらないかという洗

い出し作業も行いました。で、その結果平成２９年１月に１体の引き取りがありました。

残りの遺骨につきましては、平成２９年９月２２日に、集骨の上、計画どおり改葬を行

いました。で、残る、あのぅ、桃源の家の納骨堂の建物なんですが、あのぅ、まもなく

解体する予定で、まもなく解体工事の入札を行います。 

●漆谷議員（漆谷光夫） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 漆谷議員。 

●漆谷議員（漆谷光夫） えぇ、時間も迫ってまいりました。是非ともですね、大切な、え

ぇ、ことでございます。亡くなった方を丁寧にこれから、いわゆる供養していくのは大

切なことでございますし、跡地の整地も、することも非常に大切なことであります。あ

と１点、それに伴いまして、お地蔵さんが７体言いますか、７尊いうて言えばいいので

しょうか、おられます。これについても解体に併せて粗末の無いように、多くの方が地

蔵さんを拝んでこられた経緯がありますので、これについてもよろしくお願いしたいと

思います。えぇ、以上で、私は予定していた質問がすべて終わりましたので、これで質

問を終わらしていただきます。どうもありがとうございました。 
●山中議長（山中康樹） 以上で漆谷議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入

らせていただきます。再開は午前１０時４５分とさせていただきます。 

―― 午前１０時２７分 休憩 ―― 

―― 午前１０時４５分 再開 ―― 

●山中議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして、通告順位第２号、平野議員登壇

をお願いします。 
●平野議員（平野一成） 議長。 

●山中議長（山中康樹） ３番、平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、皆さん、おはようございます。えぇ、３番、平野一成でご

ざいます。平成３０年１２月、平成最後の年末ということになります。私、あのぅ、平

成という名前が非常に気に入っておりますけれども、あのぅ、平成が終わるということ

を非常に個人的に残念に思っております。まぁ、あのぅ、来年の５月より新しい時代が

始まります、訳ですけれども。まぁ、そちらに向かってですね、えぇ、期待と不安と皆

さん、いっぱいいろいろとお持ちだろうと思います。今回の一般質問は２点ほど通告さ

していただいておりますが、この新しい時代に向かって希望が持てる事業、それからそ

うならなければいけないと思っている事業について、２点、えぇ、お聞きしたいと思い

ます。ええと、１点目はフィンランドゴールボールチームの視察団と覚書書をこの前交

わされ、事前キャンプが決まったということは非常に喜ばしいことであろうと思います。

この平成の後、新しい時代に向かって、非常に希望に向かっての第一歩を踏み出したと

いうことだろうと思います。まぁ、先ほどの漆谷議員さんとの中でもありましたけれど
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も、まぁ、合宿招致の推進室を中心として、町職員の皆さんの熱意が町民の皆さんの行

動を促して、そしてその町民の皆さんの行動が視察団の団長、ティモさんですか、まぁ、

フィンランドの皆さんの心を揺さぶったと言いますか、非常に感動されて、そこがポイ

ントとなって覚書に調印をいただいたということを団長のティモさんも言われておるよ

うでございます。まぁ、これまで海外の国との付き合いもほとんど無かった邑南町、そ

して町民の皆さんが成し遂げた私はいわば快挙だろうと思います。素直にまずはおめで

とうございます。とはいえ、まだまだこの町内ですね、こうした合宿招致成功したと、

やったというような雰囲気が大きく広がっているような雰囲気には残念ながら至ってい

ないのかなというふうに感じております。次の段階への新たなスタートとして、町長も

これからがスタートだと。町民と団結して一生懸命に頑張っていくということを新聞の

ほうでもコメントを寄せられておりました。合宿の招致はゴールではないと。今後合宿

そのものを成功させることも重要でございますけれども。まぁ、フィンランドとの交流

を通じた邑南町が将来に残していくもの。まぁ、あのぅ、レガシーというふうに呼んで

おられますけれども、遺産という意味ですけれども。それをできるだけ多くの町民の皆

さんと認識を共有していかなければならないというこれからの取り組みこそが非常に重

要だろうと思います。そこで、この、これからがスタートになるという町長の言葉、こ

れを具体的に今後皆さんと一緒にどう進めていくのか、今、キャンプ招致が成功した今、

改めてこの次のステップに向けての動きというものを、確認をさしていただければと思

いますのでよろしくお願いいたします。 
○大橋生涯学習課長（大橋覚） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 大橋生涯学習課長。 

○大橋生涯学習課長（大橋覚） えぇ、平野議員ご質問のレガシーとは、また目指していく

ものに、は何かというようなご質問につきましてご説明を申し上げます。えぇ、まずも

って、東京パラリンピックの合宿招致を実施するにあたりまして、平成２７年１０月に

東京２０２０オリンピック・パラリンピックキャンプ地誘致実行委員会を立ち上げ

目的等を、確認をさしていただきました。それは町民の皆さま誰もが幸せに暮らせ

る、幸せに感じていただける町づくり、地域づくりの基底となりうるユニバーサル

な意識の醸成等、確実に後世に残して行くことを目的といたしまして、教育、福祉

の先進国であるフィンランド共和国、パラリンピックの合宿にこだわり、２８年よ

り事業を展開してまいりました。具体的には、５つの項目を掲げ、その最大化を目

指してまいりました。一つに先ほど来出てまいりました、共生社会の実現でござい

ます。年齢、性別、障がいの有無に関わらず、お互いに認め合い活躍できる社会の

実現を目指します。二つにスポーツの普及、振興でございます。トップアスリート

等との交流を通して、自己実現であったり、健康増進等を目指してまいります。三

つ目にヒューマンの確立でございます。ふるさとの礎を築いていくための学習であ

ったり、発表の場を設定することで、特に中、小中高校生が未来を創るヒューマン

レガシーとなり得ることを目指します。四つ目にカルチャーのつながりです。本町

の自然、環境、文化等。ハンザケ自然館であったり、神楽であったりというものを

積極的に町内外、あるいは国外に発信をして、その必要性等々を訴えてまいります。
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最後五つ目でございます。インバウンドの充実でございます。本町を訪れる外国の

方々の受け入れの環境整備等を、実施をしてまいります。以上この５つの重点項目

を関係機関と共に、引き続き持続可能なまちづくりの礎として、このレガシーの最

大化に期待をして事業展開をしてまいりたいというふうに考えております。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい。えぇ、今説明いただいたことは、これまでも随分数多く説

明をいただいていると思います。まぁ、今日改めて聞きまして、問題があるなあと思う

のは、非常にカタカナ語が多いということなんです。私はまぁ、分かりますよ。だけど、

ユニバーサル、あるいはヒューマン、まぁ、レガシーもそうですが、カルチャー、イン

バウンド、これ分かりますかね。だからそういうところがやっぱり皆さん、町民の皆さ

んに十分伝わって行かないというところがあるのかなというふうに感じております。も

ちろん、あのぅ、しっかりと内容は、説明はされていると思いますけれども、まぁ、こ

のへん、まぁ、よく言われますカタカナ語が多いと、この辺はやはり気をつけていって

いただければ、町民の皆さんとしっかりと情報共有というものが今後は求められます。

今後はじゃなくて今後もですね。是非そのへんは進めていっていただきたいというふう

に思います。それでまぁ、関連をしましてですね、ええと、２番目なんですけれども、

フィンランドの事前合宿が決定したということは知っているが、ほいじゃあ、何でフィ

ンランドまで行かにゃあいけんのかというご意見もあるのは確かなんです。あのぅ、総

務教民委員会のほうでも、いわゆるこのキャンプ招致活動とそのホストタウンとの関連

とか、関係とかですね、なかなか町民の皆さん、理解されてないとこがあるよという意

見もございました。まぁ、最初にキャンプ招致に立候補された、その後でホストタウン

が決まったということも少し関連があるかも知れません。そのキャンプ招致のためのホ

ストタウンというような感覚をお持ちの方もいらっしゃるのかも分かりません。でも、

実際あのぅ、町民の皆さんにこういうことを理解していっていただかないと、実際、お

もてなしをしていただくのは町民の皆さんです。先ほどのティモさんも、言葉にもあり

ました。皆さんの歓迎が、交流がこの招致に実現をした。というところをやはり町民の

皆さんともっともっと共有を深めていこうという、そういうところに力を入れていって

いただければというふうに思います。こういうホストタウンとキャンプ招致。このこと

について改めて町民の皆さんに理解を求めるということをお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 
○大橋生涯学習課長（大橋覚） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 大橋生涯学習課長。 

○大橋生涯学習課長（大橋覚） 議員ご質問の合宿招致事業とホストタウンの関係性につい

てご説明申し上げます。まず、ホストタウンの目的でございます。この取り組みは、２

０２０年の大会開催に向け、スポーツ立国、グローバル化の推進、地域活性化、観

光振興等に資する観点から、参加国、地域との人的、経済的、文化的な相互交流を

図る地方自治体をホストタウンとして認められます。この制度に登録をいたします

と、住民等と次に掲げる者との交流、またはその交流を通してスポーツ振興であっ
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たり、教育文化の向上、共生社会の実現を図る取り組みについて、国より財政措置

が受けられる仕組みになっております。本町では、平成２８年６月、第２次の登録

におきましてフィンランド共和国のホストタウンとして国より認められました。先

ほどご説明をいたしました、遺産を残していくための事業といたしまして、現在、

中高校生及び養護学校の生徒をフィンランド共和国に派遣をいたします交流事業、

もちろんゴールボールの普及振興、さらに障がい及び障がい者理解教育充実等を意

識をして事業を展開しております。この事業すべてがホストタウン事業の対象とな

ります。えぇ、続きましてホストタウンの実施時期等でございますけど、現在のと

ころ、２０２１年３月末まではこの事業は継続をされるというふうに国に確認をさ

していただいたところでございます。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい。ええと、今の説明でだいたいのことは分かると思いますけ

れども、やはりその点をもう少し、しっかりと町民の皆さんと共有していっていただき

たいと、今後ともぜひその取り組みをしていただきたいと思いますが。まあ、フィンラ

ンドとの交流というものは、ホストタウンはん２０、２０２１年３月までは続くという

ことですけれども、邑南町とフィンランドとの交流はそこで終わるわけではないですよ

ね。ということは、その後はどうなるかということは、まぁ、まだわかんないかも知れ

ませんが、まぁ、そのへんについて、もしお答えができるようなことがあれば、お聞き

したいと思いますが。いかがでしょうか。 
○大橋生涯学習課長（大橋覚） 番外。 

●山中議長（山中康樹） 大橋生涯学習課長。 

○大橋生涯学習課長（大橋覚） これからの交流事業というところのご質問でございます。

現在までのところ具体的な評価をしておりませんが、このフィンランド共和国との交流

あるいはパラリンピック競技にこだわってきたというところでいきますと、非常にこれ

は遺産を残していくためには、有益であるというふうに認識をしておりますので、引き

続き事業等は展開していきたいというふうには考えております。以上でございます。 

○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） えぇ、おそらくあのぅ、まぁ、財源の問題をご心配だろうという

ふうに思うんですけども。えぇ、確かに国は今のところ２０２１年４月以降わからない

ということを言ってる訳でありますが。まぁ、それはそれとして、実は県にですね、え

ぇ、知事要望として、お願いをしております。えぇ、秋に知事要望に参りまして、ぜひ

ホストタウン終了後も県独自の支援をいただきたいということをお願いをしております。

えぇ、で、今県は予算編成中でありますけども、財政支援というところで、県独自の支

援策を考えていらっしゃるようであります。で、それはあのぅ、国の支援が終わってか

らという考え方でありまして、ダブりはしないというところで、ですからまぁ、今聞い

ておるのは、国の特交支援が終わった後の５年間を総額で２千５百万ぐらいということ

を、今、聞いとりまして。えぇ、ぜひこれはあのぅ、たぶん町としても要望しておりま
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すので、えぇ、今後もそういう予算編成されるように期待をしておりますし、お願いし

ていこうかなというふうに、まぁ、思ってます。 
●平野議員（平野一成） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、ええと、ホストタウンの制度がまぁ、終了した後は県の支

援をお願いしていくということでございますが、まぁ、これも島根県内で一番先に認定

されたということもあるのかも知れませんが、とにかく、あのぅ、是非ですね、ほんと

に夢のある事業だと思いますので、えぇ、末永く続けていっていただければというふう

に思います。それで、えぇと、まぁ、あのぅ、先ほど言いましたこれからがスタートに

なるんだということを町長、新聞でもコメントが載っておりましたけれども、やはりそ

のぅ、今、今後もフィンランドとの交流は続けていくということは明らかに皆さん共通

認識だと思います。そこで一つ、あのぅ、私が懸念しておるといいますか、あぁ、そう

いうのはあのぅ、いわゆるキャンプ招致推進室ですね。あのぅ、まぁ、とにかくキャン

プが成功するまでは、この成功を勝ち取るんだというところで、非常にがんばって推進

をしていただきました。ほんでそれ、当面事前のキャンプが行われるということができ

ました。で、今後、そのぅ、先ほども漆谷議員の質問の中でありました、各課いろいろ

な連携を持ちながら、いわゆるレガシーを高めるというところへもって行かなければな

らないと思います。どちらかというとこれまではキャンプ招致ということが、基本的に

は主だったように思います。そうした意味で今後キャンプ開催が決まった今の時点で、

今後のそのレガシー推進のために何か違う動きというもの、違うリードしていく組織で

あるとか、そういうもののお考えがあるかないか、ちょっとこれ町長にお聞きしたいと

思います。今後の活動も含めてお願いします。 
○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） えぇ、まぁ、組織的にはこれはもう全庁あげて、各課あげてやら

なきゃいけないというふうに、まぁ、思っておりますが、えぇ、今大橋課長のほうから

いろいろとレガシーの、まぁ、項目についてこう、述べた訳でありますが。じゃあ、ど

う具体的に進めるのかというところが、一番まぁ、大事であって、それで、私はまぁ、

三つぐらいまぁ、思っているわけであります。えぇ、漆谷議員の時にも申し上げました

けども、やっぱり個性を尊重にしていくっていうことが大事だということでありますか

ら、えぇ、人間ひとり一人、子どもひとり一人のやっぱり個性を見つけて、そしてまぁ、

伸ばしていく、そういう教育を一層進めていただきたいなあというふうに、まぁ、思い

ます。まぁ、これは教育委員会がある程度中心になってやっていかなきゃいけません。

えぇ、個性尊重ということが一つの大きなレガシーとして期待される訳でありますから、

まぁ、そういうことの教育。それから二つ目にはやはり、あのぅ、よくあのぅ、パラリ

ンピックでよく言うことは、失われた機能を嘆くのではなくて、残された機能を数えて

それをいかに最大限活用していくかと、これがまぁ、パラリンピックの大きな目的であ

ります。えぇ、なるほどそのぅ、パラリンピックの選手たちは、残された機能を最大限

に活用してすごいことをやっていらっしゃる訳で、正にゴールボールの選手もそういう
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ことであります。ですから、障がいがあるなしに関わらず、スポーツというものは、機

能を鍛えてやっていけばすばらしい、いい、技能、そして活躍、こういうことができる

ということが同時に、あのぅ、やっぱりスポーツというのは楽しめる、楽しみ、ること

がいいと。誰でも楽しめるんだって。スポーツの普遍化みたいな、やっぱりそういうこ

とも大事ではないかなと。えぇ、ハンディに関係ない、やっぱりスポーツの楽しさそう

したものを普及していくことも大事なのかなあと、まぁ、こういうふうには思ってます。

それからまぁ、三つ目にはこれはまさにフィンランドとの交流の中で今から研究してい

かなきゃいけませんけども、私もヘルシンキに行った時に点字ブロックが無かった訳で

す。えぇ、おそらくあのぅ、想像するに、えぇ、点字ブロックは無くても安心して住め

る生活、あるいはお互いに助け合うそういう文化がもうできてるんだろうというふうに

思う訳ですけども。それをどういうふうに築き上げていったフィンランドなのかという

ところを調査しながら、えぇ、我々のこの地域でもそういうことが可能、是非可能であ

るように、まぁ、努力していきたいなあ、実現していきたいなあということだろうとい

うふうにまぁ、思ってます。えぇ、当面私はまあ思うのはそういう三つの点をやっぱり

主力に、全町的に考えていく問題なのかなというふうに、まぁ、思います。 
●平野議員（平野一成） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、えぇ、町長から今後の考え方の、まぁ、三つの視点という

ことでご指摘をいただきました。まぁ、町全体で取り組んでいかなければいけないとい

うことは皆さん、みな認識は一緒だと思います。それから、えぇ、最初のフィンランド

に行かれた時に各課の方も一緒に行かれて、向こうの事情を研究して来ておられますの

で、そのへんもしっかり生かした事業を、あのぅ、おこなっていただきたい。まぁ、あ

のぅ、ネウボラを参考にした子育て支援とか、そのへんについては少しずつ進んでいる

ようですけども。まぁ、そこらとも連携をとりながら、全町で進めていっていただきた

いというふうに思います。で、今月また視察団、出発されます。参加をされます皆さん

方には、まぁ、期間的には少し短いですけれども、しっかりと異文化というものを体験

してきていただいて、自分の見聞を広げられるとともにですね、やはり外から見る日本

というもの、しっかり感じてこの国のすばらしさ、あるいはふるさとの良さというもの

を感じて来ていただければというふうに思います。そしてその中でまた邑南町、外から

見たらこんな課題があるというようなことを将来的にまた生かしていただきたい。あの

ぅ、皆さんに期待を申し上げてこの質問を終わりたいと思います。えぇと、２番目の質

問で、日本Ａ級グルメ連合についてというふうに挙げております。まぁ、Ａ級グルメと

いうことの発信によりまして、これまで邑南町の知名度もある程度上昇し、まぁ、Ａ級

グルメといえば邑南町の売りということで、今後もあらゆる面で町の振興に寄与してい

かなければならない事業だろうと思います。以前、Ａ級グルメは行政の間では有名だけ

ど、一般の人の中ではなかなかそうではないよというような議論があったように覚えて

おります。まぁ、私も以前何回かこのことについて、町内で皆さんの理解を広げるには

どうしたらいいのだろうかという議論も課長とも議論しましたし、町長のご意見も伺っ

たことがありますが。やはり、一般の人、そして邑南町で言えば町内でどういうふうに
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Ａ級グルメというものを高めていくか、こういう取り組みは必要だろうというふうに思

います。で、この度、１１月にまぁ、邑南町含めて全国５市町で、日本Ａ級グルメの連

合ですね、が、結成をされました。この連合の締結というものが、わが邑南町での、こ

のＡ級グルメということの振興にどういう役割を果たしてくれるんだろうか。その狙い

についてお聞きしたいと思います。 
○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、日本Ａ級グルメの町連合を設立する狙いは何かと

のご質問でございます。えぇ、邑南町一自治体でＡ級グルメの町を全国に訴えていくよ

りも、複数の自治体が同じ理念を共有し、発信することによって、より強いメッセージ

を発信することができ、食と農に関心のある観光客および移住希望者、起業希望者を本

町に誘致することができると考えております。また連携をした１市３町は約５万人の人

口を有しておりますので、連合内の消費だけを考えてみても相当な需要が見込めるでし

ょうし、その上に観光での入り込みや特産の販路拡大など大きな可能性をもっていると

いうふうに考えております。 
●平野議員（平野一成） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、ええと、まぁ、邑南町の販路拡大であるとか、えぇ、連合

内消費のことを答弁されましたけれども。まぁ、あのぅ、基本的に私は、そのぅ、邑南

町の中でどういうふうにＡ級グルメを、まあ、認知を高めるというか、広めていくのか

というところを今から聞きたいのですけれども。あのぅ、一つ、連合の事務所が、事務

局は邑南町が担うというふうに書いてございましたが、えぇ、事務所が東京に置かれる

ということのねらいをまず最初にお聞きしたいと思います。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、連合の事務所を東京に置くねらいはとのご質問で

ございます。えぇ、今回の連合の主な業務は、邑南町がこれまで東京ＰＲセンターで行

ってきたものでございます。えぇ、首都圏における人材の募集、販路開拓、情報発信、

広報活動といったところが主な業務でございますが、これを本町だけでなく、連合に参

加する１市４町で今後実施していく予定としておりますので、引き続き東京に事務所を

置き、情報発信力と情報収集機能の強化をしていこうと考えております。それがなぜ東

京なのかという点につきましては、まぁ、効率がもっともよいという点ではないかとい

うふうに思っております。発信する情報をマスコミにのせたいと思った時、キー局は東

京に集まっておりますし、新聞にしても雑誌にしても同様なことがございます。また連

合参加のメンバーが集まる場合でも、北海道から宮崎県までの自治体が集まる訳ですの

で、東京が最も効率的だと言えると思います。まぁ、このような理由からＰＲセンター

は引き続き東京におくということで、参加自治体の皆さんとの合意をいただいておりま

す。 
●平野議員（平野一成） 議長。 
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●山中議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、ええとまぁ、これまでもですね、あのぅ、東京でいろいろ

とそういうＰＲセンターでありますとか、活動をされてきて、成果を上げておられると

いうふうにも思いますが、私はあのぅ、この連合の設立の主旨や目的でうたわれている

地域に人を呼び込み、地域の人との交流へとつなげるということや、邑南町本来Ａ級グ

ルメで訴えておりました、ここにしかないもの、ここでしか体験できないもの、これを

訴求していくんであれば、確かに情報発信でありますとか、マスコミ対応、物販、人の

多いところで物販ということも大事でしょうけれども。私はもう一方で邑南町へ来てく

れる人を増やすということを、このＡ級グルメを糧として取り組むべきではないかとい

うふうに思います。で、実際に、邑南町へ来やすいということになるとどうしても県内、

広島、それから少なくとも関西、北九州、四国あたりは車で来られる範囲だと思うんで

す。やっぱりそこらを少し戦略的に、あのぅ、来町者を増やすという意味で少し、えぇ、

重点を置いてもいいのではないかなという、思いますけれども、そのへんはいかがでご

ざいましょうか。 
○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、邑南町に実際に来ていただける範囲の皆さん方へ

の情報発信についてですけれども、えぇ、まぁ、入り込みが期待される範囲として、先

ほど関西以西、九州までの範囲というふうなお話をされましたけれども、まぁ、邑南町

が情報発信をしているのはこの東京ＰＲセンターはもちろんですけれども、えぇ、例え

ば広島向けであれば島根県ふるさとフェアのようなイベントであるとか、それから浜田

市との広域連携で取り組んでおります事業でありますとか、それから山陰向けであれば、

輝けイレブンであるとか、そういった様々な事業も他に用意している訳でありまして、

えぇ、来ていただける範囲内での皆さま方への情報発信がされていないということでは

決してないというふうに思っております。 

●平野議員（平野一成） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、あのぅ、情報発信はされてないとは、まぁ、私も思ってお

りませんけれども、あのぅ、もう少しそのぅ、関係人口とかそういうのを増やすという

ことであればそこらに向けても、まぁ、さき、あのぅ、インバウンド事業でありますと

か、そのへんとも結びつけてですね、えぇ、もっともっとそのへんも重要視していって

いただければと思います。特に２０２５年に大阪万博が決まりました。５０年ぶりかな

んかですかねえ。あのぅ、そういう意味では関西、大阪、関西から西日本の住民にとっ

ては、非常にこれは東京オリンピック、パラリンピック以降の、あのぅ、経済活動であ

りますとか、その辺に非常に大きな開催だろうと思います。で、関西中心に邑南町の出

身者の方も非常に多くおられて、えぇ、事業に成功されておられる方もいっぱいいらっ

しゃると思います。やはりそこらの皆さま方ともですね、連携を強くして、今後邑南町

へ帰ってください、邑南町を訪れてください、そういうところをもう少し力を入れてい

ったほうがいいのかなあというふうに思っております。そいでまあ、基本的にＡ級グル
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メ連合についての質問ですけれども、まぁ、邑南町でＡ級グルメを普及、振興するには、

やはりどういうことを今からしていかなければならないかというところに、えぇ、注目

をしていきたいと思うんですけれども。まぁ、私自身は農業者ではございませんし、え

ぇ、日々活動に携わっている訳ではありませんけれども。昨年の３月議会だったと思う

んですけども、あのぅ、大屋議員の質問で、まぁ、所管が農林振興課に移って、食と農

産業戦略室が設置されたことで、どう変わっていくのかという質問がありました。で、

町長、課長とのやり取りも聞かしていただきました。で、本年の９月議会ではそのＡ級

グルメとあのぅ、ふるさと寄付のイメージがなんでつながらないのかというような議論

もありました。まぁ、その時にあのぅ、農の生産あるいは消費の現場で起こっている現

実はこうだよと、生産現場にきちんとお金が回っていないんだよというような議論があ

りました。で、今後の取り組みに関しては、農林振興課と商工観光課の密なる連携を期

待するということを述べられておりました。そこで、そのことについて農の生産現場に

変化が現れているような取り組みをなされてきているのか、お金が回るような仕組みが

できているんだろうかと、そして、町全体の所得向上につながるような取り組みは行わ

れているのかどうか、その辺をお聞きしたいと思います。 
○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、Ａ級グルメの取り組みが農の現場に、その収益と

して循環しているかというご質問であったと思います。Ａ級グルメをスタートいたしま

したのは平成２３年でしたけれども、まぁ、２７年でいったん計画は終わり、２８年か

ら企業創業支援ビジョンという形で再スタートしております。そのビジョンの中で目指

したのは循環する地域経済というふうに掲げております。えぇ、Ａ級グルメを始めまし

てから、例えばその中で取り組みました農産加工品の生産などでは、えぇ、地元にあり

ました伝統食である角寿司が新しく、どう言いますか、えぇ、デザインをされて、今産

直市で人気商品になっているとか。ミルクジャムのような今までなかったもの、それか

ら塩こうじのようなものが作られたり、えぇ、っていうような直接、新たな生産が始ま

った物もございます。それから今までにもありましたけれども、新しく注目されたもの

としては、ハーブ米などもあろうかと思います。それから直接的な生産が拡大している

っていうことではないかもしれませんが、えぇ、おおなん野菜であるとか、西洋野菜の

ような取り組みをすることによって、えぇ、Ａ級グルメの人材育成の中で巣立って行っ

た食の担い手たちが今町内で開業を始めていますけれども、その人たちが使っている食

材というのは町内の農産品を使われている、地産地消がそうやって進んでおる訳ですの

で、えぇ、使われた、そのぅ、農産品の購入費用というのは地元で循環している訳でご

ざいます。そういう意味で私は全体として、その局部的に見てどうかというのは、まぁ、

いろいろあろうかとは思いますが、全体として、邑南町の農業を通じて回っていく経済

というのは拡大しているんだというふうに思っております。 
●平野議員（平野一成） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、まぁ、基本的には邑南町の農業というのはまぁ、拡大を、
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農業というかそういう取り組みは拡大をしていっているということだと思うんですけど

も、まぁ、あのぅ、実際に農業あるいは、まぁ、林業も含めてですけども、担い手が少

ないとか、高齢化であるとかいう課題がいつも話題に上がるわけですけれども、やはり

その、そうしたＡ級グルメの効果というものがそこらで、えぇ、解消といいますか、あ

のぅ、改善に向けて何らかの貢献をしていっていくことが大事だろうと思います。で、

実際には我々も、あのぅ、どちらかというと商売、商売をしておりますから、基本お客

さまは、あのぅ、農業をされる方、林業される方、まぁ、そうした皆さんが儲かっても

らわんと、僕らもしわい訳です。そういう意味では、あのぅ、そこらへつながるような

やはり、まぁ、Ａ級グルメはどうしても邑南町はまぁ、ちょっと名前は変わりましたけ

れども、外から見ればＡ級グルメは邑南町のやはり顔であり、売りだろうと思います。

で、やはり町内へ来られた方が、Ａ級グルメはどこへ行きゃあええんかいのう、言われ

たときにやはり皆さんが自信もって答えられるような、なんかそういう雰囲気を作って

いくことになればいいなというふうに思います。で、まぁ、今まで町長さんもそのぅ、

Ａ級グルメというものを非常に町外でも推進をして来ておられる立場にあろうと思いま

す。えぇ、今後の町内でのＡ級グルメということに対してですね、もし、えぇ、町民の

皆さんに期待することでもいいですし、なんかお考えあればお聞きしたいなと思います

が、いかがでしょうか。 
○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） あのぅ、Ａ級グルメの町内波及っていうのは、今、課長が答弁し

たとおりで衰退をしている訳ではなくて、徐々ではありましょうけども拡大の方向に行

っているっていうのはそのとおりであります。少しまぁ、時間もかかると思います。で、

今回のＡ級グルメ連合のねらいは、あのぅ、まぁ、ノウハウの共有だとか、共同募集だ

とかいろいろ具体にはあるんでしょうけども、私としては、この連合体を作ることによ

って、日本の農業を元気にしよう、やっぱり地域の誇りを取り戻そうと、こういう、ま

ぁ、精神運動に繋げていきたいなあと。今、平野議員さんは農業はだめだ、なんだあだ

めだ、なんだあだめだ、そういうことじゃあですね、全くそのぅ、展望が見えない訳で

して。やはり明るい展望をこう描きつつ、やっぱり日本の元気っていう形で連合体を作

って発信をしていく、それは一重に邑南町だけではもうできない訳であります。で、当

然呼応していく連合体が、こうある訳ですので、そういう意味で東京っていうのはそう

いう意味の、意味があるだろうし、まぁ、そういうちょっとこう大それた思いの中で連

合体を作りながら連携していきたいなと、まぁ、こういうことでありますので、えぇ、

ご理解をいただきたいというふうにまぁ、思います。 
●平野議員（平野一成） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 平野議員。 

●平野議員（平野一成） はい、えぇ、大それた思いとおっしゃいますけども、やはり、あ

のぅ、そのとおりだと思います。あのぅ、まぁ、よく言われます、あのぅ、景気は気だ

と、気持ちの気だということがございます。やはりそうした、あのぅ、気持ちを持ち上

げるような、何かしっかりとした取り組みをしていかなければいけないと思いますし、
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今日二つほど質問しましたけれども、やはりそうしたことを通して町民の皆さんの気持

ちというものをどうやって引き上げるかということを考えて行かなければならないとい

うふうに思います。まぁ、あのぅ、来年の１０月には消費税が引き上げられるというこ

とも言われておりますし、まぁ、地方の経済にとってはどうなのかなと、またなかなか

地方に広がっては来ないアベノミクスの効果でありますとか、地方の、まぁ、人口減少

でありますとか、えぇ、労働力不足。いろいろと話題は多いですけれども、まぁ、そう

した中で町民の皆さんの気持ちを引き上げていく、そういうやはり推進役として、あの

ぅ、皆さんにもがんばっていっていただければというふうに思います。まぁ、町内にで

すね、明るい気というものが充満をして、そして、えぇ、いわゆるプライドと言われる、

まぁ、自信と誇りですか、これを町民の皆さんと共有することができて、まちが元気な

方向へむすぶこと、進むことができることを願いまして、えぇ、時間内ですが一般質問

を終わらせていただきます。ありがとうございました。 
●山中議長（山中康樹） 以上で平野議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入

らせていただきます。再開は午後１時１５分とさせていただきます 
―― 午前１１時３４分 休憩 ―― 
―― 午後 １時１５分 再開 ―― 

●議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして通告順位第３号、和田議員登壇をお願

いします。 
●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） ４番、和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇ、４番、和田でございます。えぇ、本１２月定例会におきま

して、議長の許可を得まして、えぇ、こうして今日は一般質問の席にたたさせていただ

きました。えぇ、また今日は１２月１２日、水曜日ということで、皆さん何の日か分か

るかと思いますが、今日は私にとって一番苦痛の日でございまして、今日は全、えぇ、

庁舎内外全域禁煙ということで、非常に今もこのイライラして、食後にもイライラして

おるところでございます。そいでまぁ、今日はこうして質問事項、２項目用意しており

ます。えぇ、通告順に従って、えぇ、質問していきたいと思っております。えぇ、１項

目目は竹林対策について。えぇ、２項目目は小中学校の携行品に関わる配慮について。

以上、２項目について質問していきます。先ず最初に、放置竹林についてでございます

が、まぁ、町内にはこうして放置された竹林が様々なところに散見されております。ま

ぁ、これから雪が降ると雪の重みで竹が倒れたり、また道路をふさぎ通行の妨げになる

のも、妨げになって事故にもつながることもございます。また除雪にも非常に影響いた

します。まぁ、こうして繁茂した竹林はまた防犯上の問題もあり、不法投棄により美し

いこの邑南町の里山の景観を損なうこともございます。また舗装道路に竹の根が侵入し、

おうとつになり、また歩行者の障害にもなると、こうした障害になるところもございま

す。また農産物に被害を与え、有害鳥獣の住みかにもなっております。いろいろ弊害が

発生し、竹林は今のところ百害あって一利なし、こういう状況ではないでしょうか。こ

の美しい邑南町の景観を守る、守るためにも放置竹林の解消に向けて、えぇ、森林対策、

対策が必要ではないかと考えますが、いかがでしょうか。またこの島根県の竹林面積は
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平成に入って急激に増加しております。へい、昭和５７年、約８，０００ヘクタールの

この竹林面積が、平成２９年には１万１００ヘクタールに増加しております。まぁ、要

因は管理ができない竹林、または竹林に接する森林に侵入しそれが広がったと考えられ

ます。竹林の管理は所有者はいるが、多くは管理者がいないため放置されております。

えぇ、そこで、本町の竹林面積とまた地域別の面積が分かったら、どのようになってい

るかお伺いいたします。 
○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、本町の竹林面積と放置竹林面積についてのご質

問でございます。本町の竹林面積につきましては、島根県で取りまとめておられま

す森林資源関係資料という冊子の中に数字がございまして、平成２９年度末時点が

１４４ヘクタールとなっております。地域別では羽須美が４８ヘクタール、瑞穂が

４０ヘクタール、石見が５６ヘクタールというふうになっております。また、放置

竹林の面積についてでございますけれども、こちらにつきましてはそういった調査

をしたものが見当たりません。ただ、竹林を積極的に活用してタケノコ生産などを

行っておられるという事例はほとんど聞いておりませんので、えぇ、放置竹林がど

んどん拡大していかないように食い止める程度の管理にとどまっているのではない

かというふうに思っております。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇ、邑南町のこの森林の面積は１４４ヘクタールということで

ございます。それでは島根県のこの竹林面積は、平成に入って急激に増加している、ま

ぁ、どこも一緒だそうですが、林野庁の統計によればですね、この竹林は九州、西日本

に、まぁ、一番多く分布しているそうでございます。まぁ、都道府県別で言いますと、

鹿児島県が約 1 万６，０００ヘクタール。ついで大分県せん、１万、約１万３，５００

ヘクタール。福岡県が約１万３，０００ヘクタールで、４番目にこの西日本の山口県が、

４番目に竹林のおいい県だそうで。まぁ、この山口県が約１万２，０００ヘクタールだ

そうでございます。ほいでまぁ、島根県は５番目ということで、約、先ほど申しました

ように１万１００ヘクタールと、まぁ、広いこのぅ、竹林面積を有しております。まぁ、

このぅ、それでは全国の市町村別の竹林の面積を、この、調べた結果ですね、まぁ、こ

の市町村１，７１８ですか、そう、１，７１８ある市町村の中で、まぁ、５０、ベスト

５０という放置竹林面積が載っとったんですが、えぇ、松江市が６位で、６番目に市町

村、おいい市で、１，４７０ヘクタール。ついで雲南市が１６位。出雲市は２６位。浜

田市が２７位。それについで、まぁ、大田市２８位。益田市３０位。安来市が３３位で

８５６ヘクタール。ともうこのぅ、ベスト５０にこの島根県は六つの市がこうして竹

林面積がおいい市町村として載っておりました。まぁ、このぅ、邑南町は１４４ヘ

クタールですか、まぁ、全国市町村で言いますと、面積は少ない方だと思いますが。

まぁ、１４４ヘクタールといっても、まぁ、我々見当がつかんというようなことが

ございます。まぁ、邑南町の水田面積の約１０分の１ぐらいが竹林面積だと思って
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おります。まぁ、こうしてこのような中ですね、まぁ、竹林は、ちくりん、竹材は

昔から衣食住を賄える植物として、まぁ、かっては土壁の下地、またビニールハウ

スの骨組み、農業用籠の、籠とかほご、または子ども達の遊ぶ道具として重宝され

ておりました。まぁ、これも昭和５０年代ごろから竹材の利用はプラスチックに変

わり、その代替資材がプラスチックに代わって、このぅ、進出により減少したもの

と思われます。まぁ、これも安い値段で大量に輸入されていることも原因だと思い

ます。まぁ、こうした中、所有者の高齢化により、竹林の整備又管理が怠り、放置

された竹林が、まぁ、増加しているのは言うまでもございません。まぁ、このよう

な整備できない竹林を放置状態では、森林の機能を失わせるとともにまた有害鳥獣

の住みかを助長するなど課題があります。まぁ、こうした中、近年放置竹林の拡大

につきましては、地域居住者の悪化につながるため集落自治会単位でこうして整備

しようという動きが出始めているんじゃあないかと思っておるところでございます。

まぁ、ここで、邑南町の竹林の現状とまぁ、今後の課題、対策についてどのような

ことになっておるのかお伺いいたします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、本町の竹林の現状と今後の対策というご質問で

ございますけれども、先ほどのご質問の中で引用いたしました森林資源関係資料と

いう冊子は毎年作成されておりまして、過去からの竹林面積の推移を見てみますと

１０年前までさかのぼりましても、ほぼ同じ面積となっております。ですので、放

置竹林がどんどん拡大しているという状況ではないのであろうと推測しております

が、大雪が降ったりしますと雪で倒れた竹が道をふさぐといった光景はよく見かけ

るところでありまして、管理が十分ではないというふうに感じております。今後の

対策といたしましては、竹が生えている土地が山林であれば森林法で、田畑のよう

な農地であれば農地法で、管理の責任は土地の所有者にあると定められていること

を、まず認識いただくことが必要だというふうに思います。その上で自力では対応

ができないと言われる方につきましては、何か活用できる事業や制度が無いかとい

った個別の相談をいただいて、解決の道を探っていくというのが、現段階でできる

ことではないかというふうに考えております。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） まぁ、今の答弁ではこのぅ、所有者に責任があると、また所有者

がまぁ、こうしてできないところはまた十分に手助けをするということでございますが。

まぁ、対策の一つとしてですね、ある自治体ではこの放置竹林、または竹林対策事業を

展開してですね、竹林台帳の作成、またこのぅ、町民の意向調査を行いそれに従い利活

用の調査などを実施していただき、竹林再生を支援してるところもございます。この事

業を実施することにより、生産活動を支援したり、また景観の保全に努められるんじゃ

あないかと思っております。まぁ、邑南町もですね、こうして竹林台帳というものを作

成してですね、放置竹林事業に取り組みこれからの計画を立てる取り組みをこうしてこ
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の事業を、の、このぅ、竹林台帳を作成する事業の考えは無いか、お伺いいたします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、竹林台帳を整備する考えは無いかというご質問で

ございますが、ご質問のような竹林台帳というものは現在邑南町にはございません。え

ぇ、これまでにも竹林についてまちが調査をしてまとめたというものは、どうも調べま

したところございませんので、えぇ、これまでにもそういう取り組みはしていなかった

のだいうふうに思います。えぇ、それで竹林台帳を作ることにつきまして、その竹林が

どの程度あるかを把握して何に活用するかということもあると思うんですけれども、え

ぇ、今取り組みをしようとしていることとしては、森林、あぁ、えぇと、森林台帳とい

うものを作ろうとしておりまして、えぇ、そこにどういう植生がどのように植わってい

るかというようなことは、だんだんと整備にしていくようになると思いますので、えぇ、

台帳の整備に合わせて竹林の状況と言うのも徐々には把握できるようになるのではない

かというふうに思っております。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇと、今の答弁で、まぁ、このぅ、森林台帳を作成しながら、

その中に竹林台帳も、竹林の整備もかねて行うというような答弁でございました。まぁ、

これから次の質問にいたしますが、まぁ、島根県はですね、平成１７年度から開始され

た、水と緑の森づくり税を財源とする水と緑の森づくり事業を、こうして実施されてお

ります。まぁ、現在３期目でございまして、平成３１年度で３期終了の年となります。

まぁ、この税の目的は水資源のかん養、緑の景観とすべて県民が等しく享受して安全、

安心で心豊かな不可欠な広域的機能を有する森林が県民共有の財産であるとの認識に立

ち、荒廃森林を再生させ、水を育む緑豊かな森を次世代に引き継いでいく責務を果たす

ことを目的として、この水と緑の森づくりに取り組むことをこうして目指しております。

そこで、水と緑の森づくり税の仕組みについて、また概要についてお伺いいたします。 

○種税務課長（種文昭） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 種税務課長。 

○種税務課長（種文昭） えぇ、水と緑の森づくり税についてでございますが、これは、

島根県の県民税の一部として、個人の場合は県民税均等割額に水と緑の森づくり税

５００円を加算して、法人の場合は均等割額の５％相当額をそれぞれ納めていただ

いております。この税の目的は、先ほど議員さんがおっしゃられたとおりでござい

ます。納めていただきました水と緑の森づくり税は、水と緑の森づくり基金に積み

立てられまして、基金の目的であります水と緑の森づくり事業の財源に充てられて

おります。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） ええと、今のこのぅ、答弁では県民税に、均等割りにこのぅ、５

００円を加算して納付しておるということでございました。まぁ、そのぅ、このぅ、県



25 
 

全体ではですね、まぁ、平年度、だいたい２億５００万の県民からの税収があると聞い

ております。まぁ、その内の２億、基金に積み立てて事業を、に取り組んでおるという

ことでございます。ほいではこのぅ、邑南町はこの県にいくらの額を納付しておるか分

かれば教えてください。 

○種税務課長（種文昭） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 種税務課長。 

○種税務課長（種文昭） えぇ、平成２９年度で申し上げますと邑南町で個人から徴収し、

県へ納めた額は約２５０万円でございます。えぇ、この他に法人が均等割り額の５％相

当額をこれは直接県に納めております。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） ええ、それでは水と緑の森づくり税は分かりました。次は今度の

水と緑の森づくり税を財源としたこの水と緑の森づくり事業について概要をお伺いいた

します。 

○植田農林振興課長(植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長(山中康樹) 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長(植田弘和） えぇ、水と緑の森づくり税を財源とした事業でござい

ますけれども、えぇ、みーもの森づくり事業という事業と、再生の森事業と２つの

メニューがあるように聞いております。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） まぁ、私が調べたところによりますとですね、まぁ、今のこのぅ、

事業には三つの事業があると。えぇ、要するに再生の森事業、もう一つみーもの森づく

り事業、もう一つこの森づくり推進事業というようなんがあると、このホームページで

調べたところ載っております。まぁ、それでこのぅ、再生の森事業には、このぅ、県の

税金がだいたい１億４，０００万、このぅ、財源で取り組んでおられまして、またこの

みーもの森づくり事業、また森づくり推進事業には、６，０００万円の財源で取り組ん

でおられるというようにこう書いてございます。まぁ、このぅ、あれにもですね、まぁ、

現在３期があります。３期が３１年度で終了するようになっております。まぁ、このぅ、

再生の森事業とみーもの森づくり事業をですね、この邑南町はこの事業に活用されてお

りますが、活用状況についてお伺いいたします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、水と緑の森づくり税を活用した事業の邑南町での

活用状況についてのご質問でございますけども、えぇとですね、平成３０年度では町内

の五つの団体がみーもの森づくり事業に、２９年度では三つの団体が申請をされて、え

ぇ、放置竹林の伐採やたい肥作り、それから竹炭などに加工といった活動をしておられ

るというふうに聞いております。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 
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●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） その活用してる、あのぉ、団体名が分かったらお願いいたします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、事業を活用している団体のお名、名前についての

ご質問でございますが、えぇ、資料としては持っておりますが、えぇ、公表すべきかど

うか、ちょっと迷うとこございますので。必要でしたら資料として後ほど、あのぅ、お

示しするということで、この場での発言はご容赦いただきたいんですが。いかがでしょ

うか。 

●和田議員（和田文雄） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） あのぅ、ホームページにもちゃんと掲示してあるんよねえ。だか

らこの今公表関係、みりゃあ見えるんだけ。 

●山中議長（山中康樹） 今までの質問と関係がありますか。今のどうしても名前を聞いと

かにゃあ、次ができんとか。なら、後からあのぅ、示したい言うんだが、示さんでもえ

え訳ですか。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） まぁ、この事業は、まぁ、有効な事業ですので、また町民の方々

に周知啓発していっていただきたいと思っております。まぁ、こうしてこの事業、３、

４団体ですか、この補助事業を活用しながら、まぁ、計画的に行っておられるんじゃあ

ないかと思います。まぁ、県民のアンケートでございますが、これはまぁ、２期終了後

の、えぇ、平成２６年にこうして実施された、このアンケートが実施された訳でござい

ますが、まぁ、この税とこの事業については、認知度が低い、４、県で言うたら４４％

と低く、この事業を知っておられない方がおいいと。それとまぁ、この事業は継続して

実施することが必要ではありますが、また税額も現行税額で妥当であるとの、いうよう

な意見でございました。まぁ、事業内容につきましては、まぁ、最近放置竹林が問題と

なっており、放置竹林の伐採への対策が、強化が必要であると、また事業の認知度をさ

らに向上することが必要であると、こう、こう示されております。まぁ、邑南町もこの

事業の認知度は低いと思われますが、この事業をこの町民に周知啓発活動はどのように

行っておられるかお伺いいたします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、事業の皆さんへの周知について、どのように取り

組んでいるかというご質問でございますが、この事業は、あのぅ、県の事業でございま

して、えぇ、募集につきましても邑南町を経由いたしませんので、邑南町で関与してお

りません。ですので、邑南町として周知する活動というのは行っておりません。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 
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●和田議員（和田文雄） まぁ、このぅ、竹もですね、様々な弊害を生み、邪魔もの扱いに

される竹もですね、えぇ、活用次第で、まぁ、このぅ、宝に代わることもございます。

竹をチップにしたり、またパウダーにすれば農業用の土壌改良剤、また肥料として利用

もできます。またそうすることによりまして、野菜の成長を促進したり、また糖度も高

くなる、収穫量も増える、まぁ、殺菌効果、また殺虫効果も期待できますし、また、雑

草を、発生を抑える効果もございます。まぁ、このようにして竹には様々な効果がござ

います。まぁ、土壌改良剤として、まぁ、えぇ、稲作や野菜に適した土壌にもなります。

伐採した竹の処分に皆さま方はたいへん苦慮しておられることは言うまでもございませ

ん。また片づけに手間がかかる竹の利用先がない、まぁ、そうするとこうして整備した

竹林に放置せざるを得ない。放置しておくと虫が集まる。まぁ、そうかと言って野焼き

は規制されているなどの問題もございます。まぁ、竹材をですね、この農業用肥料とし

ての利用は付加価値をつけることで、えぇ、経済的に成り立ち、竹林の定期的な伐採が

行われるんじゃあないかと予想されております。まぁ、これらの竹林管理は所有者のみ

ではなく、行政また住民の協力が十分必要であり、産、官、民一体となったこの竹林管

理と竹のしぜんとし、竹を資源として、えぇ、循環を考えていかなければならないので

はないかと思います。冒頭申しましたようにこのとかく邪魔も、邪魔もの扱いにされる

竹ですが、自然素材として、まぁ、すぐれた性能を有しております。竹林対策は竹林整

備と同時にこの活用、資源の活用、利活用に取り組むことが望ましいのではないかと思

っております。そこで、必要なのはこの竹チップ、竹パウダーを作るのには、やはり粉

砕機また植繊機が必要でございます。まぁ、この機会はたいへん高価な機械な、機械で

もありますし、これを町が購入してですね、町民、企業、団体に貸し出して、その竹林

対策の取り組みをお願いしたいと思いますのが、思いますが、このお考えは、購入する

お考えはないでしょうか。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、竹を土壌改良剤として活用するために竹の粉砕機

を町が事業主体となって導入する考えはないかとのご質問でございます。竹につきまし

ては、竹細工の材料としての活用ですとか、ご質問のように土壌改良剤としての活用、

それから燃料としての活用など様々な用途があるとされております。えぇ、それらの活

用が進めば、放置竹林の問題も同時に解消されるのではないかというふうに期待してお

りますけれども、まちが事業主体になってという、まぁ、条件付きでご質問でございま

したけれども、えぇ、先ほど説明しましたように、えぇ、みーもの森づくり事業だけを

とってみましても、えぇ、郡内で５団体、昨年は郡内で３団体の皆さんが竹林伐採整理

に取り組んでおられまして、えぇ、その中には竹をチップ化したり、堆肥化して土づく

りに活用する取り組みをしておられますので、そういった団体と連携する形で機械の利

用をまずは検討いただけたらというふうに思っております。 
●和田議員（和田文雄） 議長、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） 十分、あのぅ、機械の購入、導入を検討をお願いいたしたいと思
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っております。次にこの竹林の観光資源の観点から、えぇ、お聞きいたしますが。まぁ、

京都の嵐山に行きますと、この竹林が整備されており、多くの観光客が賑わっておられ

ます。まぁ、竹林もこういうふうに整備をすればこんなに美しく、心を癒されるそうい

うところに私は感動しております。まぁ、これは邪魔もの扱いにされている竹林も整備

すれば、観光客を呼べる資源に変化する、これも一つの一例でございます。まぁ、この

邑南町に対してでもですね、邑南町でもまぁ、いろいろタケノコ狩りや観光資源として

活用すれば、森林は整備され、人を呼び込む、正に一石二鳥であると思いますが、商工

観光課長、この発想はいかがでございましょうか。 
○日高商工観光課長（日高始） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 日高商工観光課長。 

○日高商工観光課長（日高始） えぇ、観光資源という観点から竹林整備について申し上

げますと、えぇ、議員おっしゃいましたように、特に知名度が高いのは京都の嵐山

にある竹林の道だと言われているようでございます。まぁ、ここは、数万本の竹が

生い茂っておりまして、その竹の間を縫うように道が張り巡らされておりまして、

前後左右どこを見ても竹だらけといったような状況のようでございます。まぁ、他

にも全国的には何カ所かそういった美しさや静けさなどを求めて訪れるスポットが

あるように聞いております。本町におきましては、まぁ、そこまで本数が集中して

１箇所に生育しているというような場所はないのが現状でございまして、まぁ、そ

ういう形で観光資源として大々的に取り組むのは、少し難しい状況だと考えており

ます。また、先ほどもおっしゃいましたが、竹を使った民芸品と申しますか、工芸

品と申しますか、いわゆる竹細工といった物は町内でも見かけられます。たとえば、

田舎体験の農家民泊などでも体験メニューとして取り組んでおられるところもあっ

たり、地域や個人で竹を使って、竹を使った作品を作っておられるということもあ

るようでございます。また、先月開催された田舎イルミおおなんにおきましても荒

廃竹林の整備として得られた竹を使って竹灯籠を作って、イベントの盛り上げに一

役買ったり、また同じく田舎イルミでは以前から竹で作ったドームを活かしたりし

ているという事例もございます。しかしながら、まだ竹だけを使って観光客を呼び

込むというところまでは至っていない状況だというふうに考えております。まぁ、

そういった現状からも今後竹林の活用策という意味で、いろいろな角度から研究し

てみることは必要だと感じております。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇと、観光についてはよく分かりました。まぁ、私ここの、今

この邑南町で一例を出してみますとですね、今、このハンザケ自然館がございます。ハ

ンザケ自然館の裏には竹林が、大きい竹林がございます。この竹林を整備して、だいた

い竹林３本に対して２本は切って、１本残すと、残した方が一番ええというこのことで

ございます。そういうふうにしてこのハンザケ自然館と竹林とを結ぶことによって、ま

ぁ、癒しの場が、あのぅ、このぅ、生じるんじゃあないかと思っておりますので、そこ

をなんとか検討していただきたいと思っております。それではあのぅ、このう、竹林対
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策について、町長何かございましたらお願いいたします。 

○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） まぁ、今すぐどうこうという緊急性の問題はあまりまだ感じませ

んので、まぁ、観光資源もなかなか難しいということですから、もう少しよくよく検討

していかなきゃいけない問題かというふうに、まぁ、思います。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） はい、まぁ、こうして、えぇ、何よりも私たち日本人は竹の文化

を大切にして、同時に竹を極めて重要な循環資源であることを忘れてはならないことを

皆さんにお伝えして、竹林対策についてこれで質問を終わります。続きまして、えぇ、

小中学生の携行品にかかわる配慮の取り組みについてということでございますが。まぁ、

小中学生の児童、生徒が毎日ランドセル、カバン等に入れて携行する教科書、教材等、

まぁ、７年前から始まった脱ゆとり教育で教科書はこう厚くなったことと思います。ま

ぁ、分量が増え、児童、生徒の成長途上に過剰な負担になっていると批判や懸念の声が

上がっております。ここで文部科学省は９月の６日に負担軽減への配慮を求める通知を

全国のこのぅ、教育委員会に出しました。専門家は必要性低いものはなるべく学校に置

くことを積極的に進めるべきと指摘しております。児童生徒に過大な負担が長時間続く

と、背骨の椎間板に影響を及ぼす可能性があり、背骨は骨格の中心として、えぇ、体を

支える大事な部分です。まぁ、こうして重いランドセル、カバンを背負って、前かがみ

になって、えぇ、通学すること。成長期は骨も柔らかく背骨の形におおく、大きく影響

することがあると報じられております。まぁ、通学のカバンの重さは子どもの体重の１

０％から２０％を超えてはならないと、体の発達に影響があるからだそうです。まぁ、

ここで小中学生の携行品にかかわる配慮の取り組みについて、まぁ、置き勉というそう

でございますが、ここへ教育長の見解をお伺い、考えをお伺いいたします。 

○土居教育長（土居達也） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 土居教育長。 

○土居教育長（土居達也） あのぅ、議員お尋ねの、あのぅ、携行品の負担軽減について通

知が、通知と言いますか、配慮を求める文書が来ております。えぇ、まぁ、あのぅ、教

科書の大型化、あるいはページが増えたりということで、たいへんまぁ、最近の子ども

たちが使っている教科書そのものが、あのぅ、重くなっております。まぁ、そういう中

で、えぇ、そういうランドセルメーカーでは、まぁ、軽量化を図るような工夫がされて

おったり、あるいは先行的にあのぅ、デジタル教科書をモデル的に使ってるような取り

組みもありますけども。まぁ、デジタル教科書につい、を先行で実施している学校にお

いても教科書と両方使うというような、まぁ、状況になっておりますので。実際にはあ

のぅ、小学生が使ってる重さ、まぁ、通っているランドセルの重さについては、だいた

い６キロから７キロぐらいの平均の重さがあるんではないかというようなデータが示さ

れておりますので、まぁ、医学的な見地から言いますと、子ども達の、こう、健やかな

成長について先ほどご指摘があったような影響が考えられますので、えぇ、できるかぎ
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りそういう負担を軽減していくということはすごく大事な事だと思います。それとあの

ぅ、もう一つは、あのぅ、先ほどは医学的な見地で言いましたけども、教育的な見地か

ら考えていきますと。まぁ、発達段階に応じてということになりますけども、あのぅ、

私たちは何が必要なのか、学校に持って行くものについて、明日どういうものが必要で

あるかとか、家庭で学習するのに何を持って帰らなきゃいけないのかというようなこと

は、あのぅ、発達段階に応じてですけども、自分で判断して考えて、携行品を考えてい

けるように育てていくということがすごく大事だと思います。笑い話的に言いますと、

えぇ、修学旅行とか自然体験でいろんな忘れ物をしてきた時に、どうして忘れたんだと

いうふうに先生が聞くと、家のもんが入れてくれなかったからというような答えが笑い

話的にはありますけども、社会人になっていく上で何が必要な物であるかというような

ことがこう自分で判断できて、それが持って行けるようになるということを育てていく

のが、えぇ、とても大事なことだというふうに思っております。まぁ、それにしても小

学校の低学年の段階で、えぇ、学校においては柔軟的にそれらを考えて、えぇ、子ども

たちが自主的に判断できるように育てていくということがすごく大事だというふうに考

えております。 
●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） ええと、この置き勉も自分でこのぅ、児童が判断をして、この判

断する能力を養うということでございます。私も先日、生徒のランドセルを計りにこの

生徒が通学時計りに行ってまいりました。えぇ、５人計りまして、５人とも６キロ以上

でございます。それもこれも瑞穂小学校に通学の、出羽からの生徒でございますので、

通学距離３キロ、通学時間にして、まぁ、あのぅ、５０分ですね。そういうこの距離を

ですね、児童もおりますし、また近いところもおりますし、えぇ、いろいろこのぅ、体

に影響があるんじゃあないかと思っております。そこでまぁ、瑞穂小学校でのこの配慮

でございますが、１１月１日付で瑞穂小学校では児童の携行品に関わる配慮について、

学校から保護者に知らせがあったそうです。まぁ、児童の負担軽減について職員会議や

このＰＴＡ役員会でも話題に挙げて、その結果学級の実情に合わせ、負担軽減を図ると

か、また担任が学校保管するものを決め、えぇ、児童保護者に知らせる。また学校に置

くものは記名し、各学級で紛失、破損のないように保管するというこのことをしたいと

いう考えが、あのぅ、このぅ、１１月の１１日に付けでございまして、その後１１月２

１日付でこの児童の携行品にかかわる配慮について取り組みますという、今度はまたこ

の文書が届いたそうでございます。それの内容につきましては、日常的な教材学習用具

等については、持ってくる分量を調整します。また家に持って帰らないものも出ますと

いうことで、また学級はじめ、学期末における教材学習用具は分散して持って帰ったり、

学校に置くものもあります。こういうふうにして瑞穂小学校は取り組みをしております

という文章が出たそうでございます。まぁ、瑞穂小学校はこういうふうな文章が出てお

りますが、えぇ、邑南町の各小中学校のこの置き勉の取り組みについて、どういうふう

な対応をしておられるかお伺いいたします。 
○洲濵学校教育課長（洲濵浩敏） 議長、番外。 
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●山中議長（山中康樹） 洲濵学校教育課長。 

○洲濵学校教育課長（洲濵浩敏） えぇ、町内各小中学校の置き勉の対応状況について申し

上げます。えぇ、日常的な教材や学習用具についてですが、学校保管の教科書、地図帳

やローマ字練習帳などの準教科書を学年ごとに定め、家庭学習に必要な教科の教科

書、ノートは持ち帰るようにしております。家庭学習などで必要の無い物は、ロッ

カーまたは引き出しの中に置いて帰るようにしております。えぇ、次、学期はじめ、

学期末などにおける教材や学習用具などについてですが、教科等で学期末に持ち帰

る物や学期はじめに持ってくる物については、同じ日に重ならないようにしており

ます。学校保管の教材や習字道具、絵の具道具、裁縫道具、彫刻刀などの道具を学

年ごとに定め、長期休業中などに限り清掃や中身の補充のため家庭に持ち帰るよう

にしております。その他の留意、留意している点についてですが、学習に必要のな

い物、以外を持ってこないように児童生徒に指導をしておりますとか、夏休みの作

品や学習活動で制作した大型なものや長尺物については、必要に応じて、保護者が

直接学校に作品や荷物を届けてもらうとか、大きいものは保護者の迎がある時や参

観日などを利用して保護者に持ち帰ってもらうとかを実施しております。また部活

動の道具については各部屋に保管し、鍵をかけて管理しております。以上学校での

対応です。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） まぁ、こうして子どもの発育きょう、状況また通学環境に合わせ

て学校側も工夫が求められていると思います。まぁ、ここで、危惧されることは、学校

に置き勉して、まぁ、置いて帰って盗難、紛失、また破損、いたずら、まぁ、このこと

がまた新たに発生するんじゃないかと思っております。まぁ、保護者の皆さんも心配し

ておられました。えぇ、学習で使用しない教材、また学習用具等で、こうして鍵のつい

た机、ロッカーは今現在この教室にあるのか、無いのか、もし無いようでしたら、早急

にこの施錠かかるロッカーをしていただきまして、環境づくりをどのように考えておら

れるかお伺いいたします。 

○土居教育長（土居達也） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 土居教育長。 

○土居教育長（土居達也） あのぅ、まぁ、部活動等のものについては、あのぅ、中学校で

は部活、えぇ、教室に鍵をかけて保管してありますけども。まぁ、いろんなあのぅ、学

習道具、まぁ、小学校で教科書とかいろんなものについて、えぇ、鍵がかかるロッカー

がほんとうに必要かどうかというのは、あのぅ、判断していかなきゃいけないかなあと

思います。えぇ、まぁ、いたずらでこう人のものを隠したりというようなことも考えら

れますけども、そういう部分も教育課題の一つですので、えぇ、いろんなまぁ、人間関

係のもつれであるとか、そういったことでそうしたことも起こりますので、えぇ、すべ

て鍵をかければ問題がないということではなくて、あった時にはあったように対応して

いくという、まぁ、教育的な、教育の場でありますので、そうしたことも大事な、えぇ、

まぁ、考えていたり、みんなでこう力を合わせてやっていくというような、そういう意
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味でも学校いうのはそういう場だというふうに考えておりますので、即あのぅ、鍵のか

かったロッカーが必要かどうかというのは、えぇ、考えてみなきゃいけない課題じゃあ

ないかなあと思います。 

●和田議員（和田文雄） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 和田議員。 

●和田議員（和田文雄） えぇ、この施錠等のロッカーについては課題があるということで

ございます。まぁ、それぞれの学校で判断を委ねているということでございますが、ま

ぁ、学校、生徒、ＰＴＡ、まぁ、協議し合っていろいろアイディア工夫を出し合って、

改善していってほしいと思っております。ほいで、以上を持ちましてこの質問を終わり

ます。 

●山中議長（山中康樹） 以上で和田議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入

らせていただきます。再開は午後２時３０分とさせていただきます。 

―― 午後 ２時１２分 休憩 ―― 

―― 午後 ２時３０分 再開 ―― 

●山中議長（山中康樹） 再開をいたします。続きまして通告順位第４号、瀧田議員登壇を

お願いします。 
●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） ２番、瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） ２番議員の瀧田均でございます。えぇ、議長の許可をいただきまし

て、今日の最後、この場に立たせていただきました。えぇ、今回は二つの質問を、用意

をしております。えぇ、１点は、いつものように農業振興についてでございます。えぇ、

中身は農業の持続的な発展のためにという項目で質問をさしていただきます。もう一つ

は公共交通についてということで、えぇ、２点ですが、あぁ、具体的な質問項目につい

ては、えぇ、１２項目とたくさんの質問を通告さしていただいておりますので、早速、

質問に入らせていただきたいと思います。えぇ、今年は国による米の生産調整廃止の１

年目でした。えぇ、生産者は米の需要に合わせた生産を行うことが求められることとな

ったのは、皆さんご存知のとおりと思います。えぇ、今年の米生産の状況は全国的には

新潟、長野等の米の主要産地が増産を計画していたものの、天候の影響等で全国の作況

指数が一昨日９８のやや不良で確定したということですが、生産量の帳尻が最終的に適

正生産量と見合ったと評価をされています。人口減少社会となり食生活の多様化も相ま

って、こね、米離れが加速していると言われています。農水省は今般、来年産からの米

需要の減少ペースを今までは８万ｔ、年間８万ｔということでしたが、１０万ｔに来年

からは拡大するという見通しを、発表をいたしました。全国で生産される米の適正生産

量は、今年が７３５万ｔだったのに対し、来年は７２０万ｔ前後の生産量が国から示さ

れると予想されています。今後主食用米の需給を安定させるには、各圏域の農業再生協

議会が生産の目安を適切に設定し実現できるかがカギになると言われています。また、

飼料用米などへの水田活用の直接支払交付金の交付単価の維持や予算確保も重要な調整

機能となっています。邑南町においてもハーブ米等、特別栽培米の増産を目指すなど販

売先と結びついた米生産に取り組んでいますが、全国的な米需給の動向を正しく認識し
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て、米生産を行っていかなければならないと思います。先ほど申しましたように米の消

費量が年々減少する中で、国の農業支援事業の中には園芸作物生産のための水田排水対

策事業など、野菜生産等へ転換を促す事業が見受けられます。そこで、１番目の質問で

すが、今後は邑南町においても、社会状況の変化を認識し、野菜等米以外の農産物の生

産に今まで以上に取り組んでいくべきと考えているとこです。この点どのようなお考え

かお伺いをします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 米以外の農産物生産拡大を考えるべきでは、とのご質問

でございます。全国的な米消費の動向は、議員が先ほど申されましたように、毎年１％

あまり減少するという傾向が続いておりまして、本町の主食用米の作付面積も徐々

に減少してきております。その減少分は、ここ１０年くらいの間は飼料用稲や飼料

用米に転換することで吸収をしてきましたけれども、それもそろそろ限界が近づい

ているという感がございます。農地の有効活用という面から考えますと、水稲の作

付面積減少分は作目、作目転換によって他の農産物の生産拡大につないでいきたい

と考えております。また、農家所得向上の面から考えても作目の転換は良いことだ

と考えておりますが、営農の形態によっては容易に取り組めない場合も想定されま

す。水稲は機械化された作業体系ができあがっておりますので土地利用型の経営が

可能ですが、それを他の作目に転換すると、第一には労働力の問題、第二には繁忙

期の重複など整理しなければならない課題が出てまいります。それらを調整した上

で取り組める作目とういと選択肢がそれほどたくさんある訳ではございません。現

在作付を奨励している作物は、ある程度そういった条件にかなうものになっている

というふうに考えております。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） はい、えぇ、いろいろな難問を解決しながらも、米以外の作物への

転換を図っていただきたいなあというふうに思ったところです。えぇ、国には食料安定

供給と食料の安全保障に責務があることが食料農業農村基本法に記されており、国内の

農業生産の増大を図ることを基本とし、これと輸入および備蓄を適切に組み合わせ、食

料の安定的な供給を確保するとされています。その上で消費者には国産農林水産物の積

極的な消費拡大などを、生産者には農地等の農業資源や農業技術のフル活用などを、地

方公共団体には地域の農林水産業のさらなる振興と農地や農業就業者の確保などをそれ

ぞれ国が働きかけて取り組みを促すこととされています。そうした意味を含めて現在の

邑南町の農業の状況を把握するとともに、農業を持続的に発展させることができるよう

今回議論を深めたいと思っております。先ほど米以外の農産物の生産についての見解を

いただきましたが、どのような農業形態でどういう農産物を生産するかということに合

わせ、農業をする人が地域にきちんとおられて、営農が成り立っているということが大

切なのは言うまでもありません。農業も人の存在が大切だということで２番目の質問に

移ります。農業者の高齢化は邑南町においても年々深刻化が増していると思います。そ
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こで、農業者の年齢がどの年齢に分布しているか現状を知りたいと思いますので、年代

ごとの比率を教えてください。また、営農の形態は専業、兼業、法人等があると思いま

すが、町内のその割、割合は現在どのようになっているか併せてお答えをください。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 町内の農家の年齢構成と営農形態別の割合についてのご

質問でございますが、えぇ、まず、町内の農家の年齢構成について、平、２０１５年農

業センサスの数字を申し上げたいと思います。１５歳から５９歳までが全体の農家の１

０％、６０歳から６４歳までが８.６％。６５歳から６９歳までが１８.８％。７０歳か

ら７４歳までが１８.２％。７５歳以上が４４.４％となっております。経営形態別では

専業農家が２０.６％。兼業農家のうち農業所得が兼業所得よりも多い第１種兼業農家が

５.６％。兼業所得の方が農業所得よりも多い第２種兼業農家が４２.４％。自給的農家

が３１.３％となっております。また法人数は２７となっておりまして、総農家数に占め

る割合は１．６％となっております。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） はい、えぇ、今邑南町の農業者の年代別比率などを示していただき

ました。えぇ、２０１５年の調査ということで、４年前の調査結果ということですが、

傾向は現在と大きくは変わらないのではないかなというふうに思っております。えぇ、

先ほどの数字で、えぇ、おおまかに言いますと、えぇ、５０歳代以下が約１０％、６０

歳代が２７％。７０歳代以上が６３％という状況だというふうに伺ったところです。え

ぇ、農業者の約９割が６０歳以上の方であるということも今の数字で分かったところで

す。えぇ、邑南町での営農承継を考えた時、先ほどの年齢分布の割合から推測すると、

えぇ、５年後ぐらいまでには農業の担い手対策を強化しておかなければならないと思い

ます。そのためには地域の実態を把握することが大切ですので、次の３番目の質問をい

たします。邑南町の農業形態別の割合については、先ほどお聞きしましたように、農業

者の約７割の方が兼業で営農しておられることがわかりました。その兼業農家の方に後

を引き継ぐ担い手がおられるのかどうかということを把握できなければ、農地をどのよ

うに承継し、まだ集積をするのが良いか判断することが難しいと思います。その、また

あのぅ、国の支援事業は大規模農業者を対象にしたものが多いため、支援を受けやすく

するためには、法人化も地域の方々に選択肢として、提案することも必要なことだと思

います。それぞれの地域の営農の形態をどのような形で次に引き継いでいただくのか、

啓発や提案をするといったようなことをこれまでされたことがありますか。またそうい

うことは、今後の計画はお持ちですか。お伺いをいたします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 農家の皆さんに営農承継に関する意識調査や法人化・組

織化への検討をされている地域への把握についてのご質問でございますが。直近のもの

といたしましては、平成２８年８月に中山間地域等直接支払制度の集落協定事務局の皆
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さんを対象として、集落営農実態調査を実施しております。えぇ、調査内容としまして

は、集落、協定集落内の集落営農組織や農業法人、機械協業組合の状況ですとか、集落

内農地の耕作者の所在の状況、それから共同利用機械の台数、担い手への農地の集積率、

中山間地域等直接支払制度交付金の使途などについて聞き取りを行っております。また、

この調査の中で法人化や組織化について検討しているといった回答をされた協定に対し

ましては、説明に伺いましたり、勉強会を開催するなどの対応をしております。えぇ、

それ以前では、平成２６年度に集落協定に対してヒアリングを行い、平成２５年に策定

しました農業ビジョンの資料といたしまして、前年でアンケート調査などを行っており

ます。今後の調査の予定につきましては、えぇ、来年度がだい、えぇ、中山間直接支払

の第４期対策最終年となりますので、全協定にヒアリングを行う予定にしております。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） えぇ、先ほど２８年８月に中山間事業のこと、あのぅ、事業に関し

て農家の皆さん、農業者の皆さんに質問をしたということをおっしゃいました。えぇ、

まぁ、先ほど申しましたように７割の方が兼業農家であって、えぇ、その方々に後を引

き継ぐ担い手がおられない、例えば都会地に出られて、えぇ、こちらに帰って来られる

見込みがない農家とか、おられても農業はされないとかいったようないろんなことがあ

ると思いますけれども。後を引き継いでくだされば、あのぅ、安心なんですが、その調

査の結果、そういった７割もの多くの方に後を引き継ぐ方がおられるのか、おられない

のか、といった結果というものは分かったのでしょうか、分からないのでしょうか。お

答えください。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、ご質問の事業の承継者については、えぇ、人・農

地プランの策定の段階でヒアリングをする項目ですので、えぇ、そういったところで把

握をしております。また今後、人・農地プランの見直し等についても国は事業計画を立

てていらっしゃるようですので、またその見直しについても町内でのヒアリングをする

機会があるのではないかというふうに思っております。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） えぇ、簡単に言いますと、あのぅ、まだはっきり後を担っていただ

く方がおられるのかどうかは、あのぅ、不明だというようなことだというふうに理解を

いたしましたが。あのぅ、今後そういった視点を強く持っていただいて、えぇ、担い手

確保の意識を高めていただければなあというふうに思っております。それでは次に４番

目の質問に移ります。えぇ、営農する農業者の皆さんに農業の魅力を再認識してもらう

ことは、担い手として農業を、営農を継続していただく一つの要素ではないかと思いま

す。魅力の内、大きな要素は農業で生活ができることや副収入があるといった収入の確

保ができるかということではないかと思います。自治体やＪＡ等の農業関係機関には、

どういう農業形態でどのような営農の組み合わせをすれば生活できたり、人を雇用でき
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たりして収入確保が可能になる、というような魅力発信をしていただけないかなという

ふうに思っております。そうすることで、営農意欲が少しでも高まるとともに、担い手

の確保にもつながっていくことの可能性が高くなると思うからです。今までそうした営

農資産等での魅力発信はされたことがありますか。また今後そのような取り組みは行う

予定はないですか、お聞きします。また、農業者の営農意欲を喚起するという点では農

業に関する地域の意向調査も魅力発信に関係することかと思いますので、５番目の質問

を一緒に行います。今年１０月の初めに農林振興課による農業構造改革調査が行われた

と思いますが、それは何を目的とした調査であったのか、お伺いをいたします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、農業経営に関する試算についての前段のご質問で

ございますけれども、ご質問のような試算を行う場合には、島根県が作成をされました

農業経営指導指針という冊子がございますので、それを使って通常行っております。内

容としましては水稲や大豆、そばなどの土地利用型作物から野菜、果樹、花卉、畜産、

林産物などほぼ町内で通常に栽培される品目を網羅しておりまして、さらに経営規模や

作付け時期、施設の場合には加温の有る、無しなど多岐にわたったパターンについてそ

の収支や作業体系、労働時間などについて整理をしておりまして、経営相談の際ですと

か、経営改善計画の審査時などに計画の妥当性を判断する資料として使用しております。

えぇ、ご質問のような、例えば○○作物を何アール作ると農業で生活ができるといった

ようなその試算したことがあるか、そういうモデルパターンを作ったことがあるかとい

うご質問ですけれども、これはその作物の収量がどの程度採れるのかとか、その収量、

あぁ、収穫物の品質がどうであるのかとか、えぇ、市場の価格がどうであるのかと、非

常に変動要素が多い試算になりますので、これをこれだけ作れば生活ができますといっ

たような表現をすることは、非常に難しいというふうに思っておりまして、過去に何度

か作ろうとして、えぇ、協議をしたことはございますが、できたことはございません。

これからも作る予定はないというふうに思います。そして後段のご質問でございます。

えぇ、今年、認定農業者の皆さんを対象に行いました調査は何を目的としたものだった

のかとのご質問でございますが、これは国や県の事業メニューが非常に多岐にわたって

おりまして、要件に細かな規定がされておりますし、それに毎年新たなメニューが加わ

ったり、変更が加えられたりしております。それをその都度お知らせするというのは現

実的に無理がございますので、あらかじめ皆さんの思いを聞かせていただいておいて、

それにマッチするものが出た段階でお知らせするという対応を取るための基礎調査とい

った位置付けで行ったものでございます。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） はい、えぇ、営農の例ですね、あのぅ、試算については、予定は今

のところ無いというような回答だったと思います。えぇ、以前邑南町の水稲以外の農産

物の大規模なせいさ、産地化はできにくいし、考えていないということを伺ったのを記

憶をしています。そういう意味では４番目の質問は、えぇ、農産物のさん、産地化にも
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関連することかなあというふうに思った訳ですが、えぇ、少しでも農業者の営農意識や

担い手承継の意欲を高めるために、えぇ、営農をするいろいろな例、先ほど言われまし

た試算です、えぇ、予定は無いということでございましたが、えぇ、できるだけそうい

うことを提案をいただいて、えぇ、農業の意欲を引き出すということを、検討を今一度

していただきたいなというふうに思います。また、あのぅ、５番目の質問の回答ですが、

えぇ、基礎資料とするためというようなことをいただきましたが、ええと、私の所属す

るそ、あのぅ、えぇ、法人でもその案内文をいただいたわけですが。あぁ、まぁ、あの

ぅ、国の事業導入に関して、それぞれの法人の意向を取りまとめるというようなもので

ありましたけれども。えぇ、できるだけ農業者の皆さんが、そういう国の事業に取り組

みやすいように、またあのぅ、農業が活発化するように望んでいますので、えぇ、担当

課にはそういういろんな情報を頻繁に、提供をいただくようにお願いをしておきます。

えぇ、近年のこのような、あぁ、先ほど言ったような国の事業は傾向としては、農業法

人や認定農業者等の大規模農業者が事業対象者となっており、えぇ、国の農業政策の方

針は強い農業、農業の大規模化、といったことばで表現されていると思います。そんな

方向にある中、邑南町のようなところでは地理的な条件や個人農家が農業者の大半を占

めている状況を考えると、個人農家向けの支援事業を拡充し、担い手として育成してい

くことが大いに必要なことと感じています。次の質問ですが、今般、えぇ、１１月に農

地中間管理機構、いわゆる農地バンクですが、えぇ、見直し方針をまとめたと聞いてお

ります。その見直し点について、えぇ、伺うつもりでしたが、えぇ、まだ完全な、詳細

まで完全なものが周知、あのぅ、提供されていない段階の、状況のようですので、えぇ、

今後詳細がはっきりしたのちに町内の農業者の皆さんへ、変更された内容について周知

をしていただくようにお願いをいたしまして、６番目の質問は省略をいたします。それ

で７番目の質問に移りますが、えぇ、最近国連の委員会が小農宣言を採択し、家族農業

の価値と権利を見直す機運が高まっております。韓国では強い小農を作り出す、強い小

農プロジェクトが７年目を迎え、成果を上げていると報道されています。日本でも大規

模化一辺倒ではなく、小さくても強い家族農業を育成する政策にも取り組んでもらいた

いと願っています。前段でも申しましたが、農業においても今後の世代交代の時期を迎

え、農業の次代を担う担い手確保は農業の持続に最も重要な要件だと思っています。国

の農業政策が大規模化の方向であるのは先ほども申しましたので、重複しますが、邑南

町においては、ほ場面積の小さなところもたくさんあり、効率重視の大規模農業者だけ

では地域の農業は成り立っていかないと思います。そのため、農業規模の大小を両立さ

せて農業が活性化し、それぞれ担い手として定着できるよう取り組んでいただき、邑南

町には町の農業振興を主導する役割を発揮してもらいたいと思います。また、そうした

二刀流の発想を農業政策として提言する場面があれば、提言いただければと思います。

この点についてどのような見解を持っておられるかお伺いします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、ご指摘のように農業の持続的発展のためには担い

手の確保が欠かせない訳でございまして、将来の本町の農業をリードして、産業として
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の農業生産を実施、実践していけるような人材の育成というのは非常に必要だと思って

おりますけれども、一方でふるさとの景観を守るために農地を保全する取り組みを担っ

ていただく、そういった方々の、も必ず必要になってくるんだというふうに思っており

ます。その点につきましては、今、国は、あのぅ、産業施策のほうにかなり重点が置か

れているようには見えますけれども、しかし一方で中山間地域等の直接支払いなどがあ

るように、地域施策というのも必ず片方では用意されているということが、そのぅ、こ

とだと思います。ですので、農業には多様な担い手が必要であるという認識で今後も取

り組んでいく必要があるというふうに考えております。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） はい、えぇ、邑南町のこういった中山間の条件を勘案し、えぇ、農

業がいつまでも営んでいかれるようにということが一番大切なことだというふうに思っ

ているところです。えぇ、最初に申しましたように、高齢の方の営農者の割合が非常に

高い結果を見た時、長年、今の状態がどんな担い手の状態なのかということがはっきり

わからずして、次どのように是正して適正な形にしていくのかということは、判断をす

ることができない訳で、よく国とかいろんな調査がありますけれども、そういった国が

するような調査に頼らずに、邑南町独自の調査を行って、えぇ、地域の状態がすぐ担い

手をどうにかしなければいけないという状態なのか、今、後を継がれる方がこの地域は

たくさんおられるので大丈夫なんだ、とかといったことを、きちんと把握する必要があ

ると思います。えぇ、そういったことで町独自のそういった調査をして、町独自の担い

手確保に向けた活動をしていくということについては、どのようなお考えを持っておら

れるか、重複になるかも知れませんがお答えをください。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、地域の実態をどのように、まぁ、把握しているか

というご質問でございましたけれども、えぇ、先ほど、３番目の質問のところでお答え

をいたしましたように、えぇ、まぁ、地域内の集落営農などを組織しておられるところ

では、２４年、２６年、２８年というように、えぇ、聞き取りなどの調査をしてまいり

ました。それから毎年皆さん方からお出しをいただいております、営農計画書の中に、

皆さん方が、もうこれで来年は作れないとか、今年はもう作れないというのは、営農計

画書の中に出てくる訳ですので、それをもって私たちは状況というのは把握していると

いうふうに思っております。えぇ、まぁ、それで把握できているので、まぁ、どうかと

いうことですけれども、えぇ、ううん、あのぅ、すべてが法人化、組織化できれば解決

できるという問題ではないということだと思います。えぇ、先ほども申しましたように、

えぇ、できるところはしていただく、しかしながらそれができないところをどうするか

というのが、今一番の問題ではないかなというふうに思っております。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） はい、先ほどもあのぅ、二刀流の話をいたしましたが、やはり大き
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い農業者もあり、小さな農業者、家族経営の農業者もありといったことで、邑南町の農

業が続けられていくというふうに思っておりますので、えぇ、今後もそうしたことを念

頭に入れて、邑南町は農業が基幹産業ということでありますので、えぇ、是非とも農林

振興課には農業の町のけん引役になっていただければなというふうに期待をしておきま

す。えぇ、それでは農業の振興についての最後の質問をいたします。えぇ、以前、平成

２７年６月議会の私の一般質問に対する町長の答弁で、今後の１０年間の行政推進の柱

は何かという質問に対し、キーワードは自給であるとして、人材の自給については、地

域で必要な人材は地域でつくるということを言っておられます。先ほどより再三、次代

を担う農業の担い手確保について、私の意見や提言を申し上げているところですが、い

ろいろ手を尽くしても思うように成果が、成果や結果が出せない場合も考えられます。

そうした場合、耕作面積を維持していくためには、町内の人材では不足することとなり

ますので、町外に人材を求めることが必要なこととなります。現在日本中の多くの業種

で人材不足が深刻な状況となっており、そのことに対応するため、国会において出入国

管理法が改正されることとなりました。詳細についてはまだ若干の課題もあるようです

が、来年度より外国人労働者の受け入れ拡大が予想される状況となりました。そこでま

だすぐの事にはならないと思いますけれども、将来邑南町の農業者が不足する状況にな

った場合、外国人労働者を邑南町の農業人材として受け入れることについてはどのよう

にお考えかお伺いをします。 

○植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 植田農林振興課長。 

○植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、外国人労働者の受け入れに関するご質問でござい

ますが、外国人労働者の受け入れ拡大に向けた改正出入国管理法が１２月８日、参議院

本会議で可決、成立しましたので、これまでは技能実習という形で最長５年という条件

の中で働いておられましたが、今後は特定技能１号という新たな在留資格が作られるよ

うですので、ご質問のように今後、日本全体でみると外国人労働者の受け入れは農業の

現場でも拡大の方向に向かうのだろうというふうに思われます。現場では労働力が不足

しており、国内での労働力確保ができないところに海外から人材を受け入れることがで

きるようになる訳ですから、労働力不足の問題は解決の方向に向かうのであろうと思わ

れます。ただ、国会の審議の中でも議論されておりましたように、労働環境が改善され

ないまま外国人労働者を受け入れたり、賃金が低く安価な労働力として雇用できると期

待して受け入れをすると、労働力不足は一時的に解決できても、将来的には同じことの

繰り返しになったり、別の新たな問題を生じさせてしまうということも想定しておかな

ければならないのではないかと思っておりますので、人材の自給というスタンスという

のはこれからも変わりはないのではないかというふうに思っております。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） えぇ、今おっしゃったように実際に受け入れを行う場合には、まだ

いろいろな検討が必要だというようなことが言われております。えぇ、外国人は当然日

本人とは生活習慣や文化、価値観などが違うわけで、地域のことをきちんと理解してい
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ただかなければならないですし、地域の方も来られる外国人の方を理解しようとする姿

勢を持たなければ摩擦が起こることも考えられます。えぇ、私としてもできるだけ外国

人労働者を農業人材として受け入れなくてもいいように、町内での農業の担い手の世代

交代や農地承継が適正に行われるよう先ほど来、言っているような取り組みを実践する

ことが大切なことだと思います。えぇ、そこで、えぇ、今の議論を聞いておられて、町

長さん、何か見解はございませんか。 

○石橋町長（石橋良治） はい、議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） えぇ、見解をと問われると、私はあのぅ、瀧田議員さんと全く同

じ見解というふうにまぁ、答えてもいいと思います。あのぅ、小農の勧めということが

ありましたけど、やはりこの邑南町で考えると、まぁ、それが最優先だろうと思うんで

す。で、今までその国の農政に従ってやってきた結果がこういう状態ですから、まぁ、

ある意味、国の言うことについてはもう当てにならないぐらいの気持ちで、邑南町とし

ての実態をしっかりふまえて、農業を構築していくということが大事であって、そうな

りますとやはりあのぅ、こうした少量多品種の農村地帯でありますから、やっぱりいろ

んなやり方があってもいいし、いろんな担い手があってもいいし、それをそれぞれのと

ころで応援していくっていうところが大変大事ではないかなあと、まぁ、こういうふう

に思います。えぇ、まぁ、それとまぁ、米以外の作物ということで、まぁ、一つの好事

例としては蕎麦が今増えてきてる訳ですね。これは、あのぅ、まぁ、今までは、生産者

と行政とそれからまぁ、小売りとか、そういうサイクルで回ってきたものが、いわゆる

蕎麦を作る、蕎麦を打つ職人、いわゆる料理人というものを養成したがために、えぇ、

まぁ、蕎麦面積が増えてきたということがある訳です。そういう意味では、あのぅ、や

っぱり食べるということについては、非常に私は有効なのかなあと、まぁ、こういうふ

うにまぁ、思ってまして。えぇ、そういうサイクルでやるとますます地域の好循環とい

うことが、うまくなっていくんではないかなあという意味では、Ａ級グルメというのは、

まぁ、たいへん私は大事な問題ではないかなというふうに、まぁ、思います。えぇ、ま

ぁ、それとまぁ、あえて言うなら、あのぅ、農地中間管理機構もそうですけども、今、

国が言ってるのは、農業委員会の役割ですね、これをもう少ししっかりしろという意味

での明記をするようであります。農業委員会の皆さんがやはり農地の問題についてはし

っかりコーディネートをする、そういう役割りをもう法文の中に明記をするということ

がどうもうたわれておるような検討がされていますので、やはり農業委員会と行政と、

まぁ、生産者と、あたりがやっぱりしっかりスクラムを組んでやるようなこともたいへ

ん大事になるかなあと、まぁ、いうふうに思ってますので、今日会長さんいらっしゃい

ませんけども、あのぅ、担当課としても、ぜひそういう連携も含めてですね、大いにや

っていただきたいなあというふうに、まぁ、思います。 
●瀧田議員（瀧田均） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） えぇ、ありがとうございました。えぇ、今回の農業振興については

農業の持続的な発展のためにというテーマで質問を行いましたが、えぇ、先ほど来言っ
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ておりますように、ここ数年での取り組みや状況判断が将来の邑南町の農業を左右する

と言っても過言ではないと思います。そのためには、町内の農業者の皆さんにそのこと

をご理解いただき、取り組みにご協力いただくことが必要なことだと思いますので、特

に担当課には頑張っていただくよう重ねてお願いを申し上げまして、１項目目の農業振

興についての質問を終わります。それでは２項目目の公共交通についての質問に移りま

す。邑南町においても、高齢者による運転免許証の返納を考えておられる高齢者の割合

は年々高まっているのが現状だと思います。返納すれば一気に移動が難しい状況となっ

てしまい、不安を抱えておられる方が多くなってきていると思います。そうしたことか

らより身近な公共交通を望む声も高まってきており、今般担当課により、地域公共交通

網形成計画の策定について、検討が始められたものと理解しているところです。まだ検

討を始められたばかりですので、詳細に固まったものばかりではないと思いますから、

大まかな事でもよろしいですので、ご回答をよろしくお願いいたします。まず、最初の

質問、９番目の質問ですが、現状を変更しようとする今の公共交通の主な問題点はどう

いったことがあるのか、お伺いをいたします。 
○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） えぇ、現在の公共交通の主な問題点は何かとのご質問で

ございます。あのぅ、策定中の網形成計画には、各種アンケートや関係者ヒアリングな

どを実施し、得られた情報から、多くの問題点や留意点が挙げられています。３点に集

約して申し上げさしていただきます。一つ目でございますが、これは、あのぅ、えぇ、

関係者のヒアリング等から上がってきている課題なんですけれども、利用者がこの５年

間で６,６００人減少する一方で、運行経費は同じく５年間で１,６００万円増加をして

おります。収入が減少し支出が増えている状況ございますので、毎年度、欠損額がじわ

じわ、じわじわと膨らみ続けているという状況が、まぁ、１点目にございます。で、今

度はヒアリングから得られた状況ですけれ、あぁ、すみません、アンケート等から得ら

れた状況ですけれども、二つ目の課題です。えぇ、最大の利用者であります、えぇ、小

中高校生の通学を中心に運行している現状や、町の面積が広く居住地がまばらなため、

バス停が遠い方も多く、えぇ、通院や買い物等で高齢者が利用しにくいという課題がご

ざいます。三つ目でございますけれども、複雑な路線網や曜日限定運行等がございます。

また、あのぅ、遅延や運休情報などが迅速には伝わらないということなど、サービス内

容や利用の仕方がわかりにくいとの声が多く出されております。新たな利用者の獲得に

つながらないことなどが、課題だというふうに認識をしております。 

●瀧田議員（瀧田均） はい。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） はい、えぇ、今、３点に要約して問題点を言っていただいたところ

です。えぇ、次に１０番目と１１番目の質問ですが、一緒に質問さしていただきます。

えぇ、計画策定にあたっては、実際に利用される方の意見を重視して行っていただきた

いというふうに思いますが、えぇ、どのような手順で進められて、おおよそいつ頃から

新たな交通の運行が始められることとなるのか、また交通手段としてはどのようなもの
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が考えられているのか、ということについてお聞きします。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。 

○三上定住促進課長（三上直樹） えぇ、邑南町地域公共交通網形成計画の策定の手順です

けれども、地域公共交通活性化及び再生に関する法律に基づき、邑南町地域公共交通会

議を法定協議会として検討をいただいております。第１回目は８月に開催しまして、ス

ケジュール等の確認、検討事項の確認を行いました。第２回目は１０月に各種調査結果

等のそくひょう、速報や課題を説明しております。えぇ、実際に利用される方の意見重

視についてですけれども、これはこの第２回協議会に向け、移動実態やニーズを的確に

把握するため、対象者を４つに分けたアンケート調査とヒアリング調査や意見交換を実

施し、意見聴取に努めております。アンケートの一つ目ですけれども、これは住民アン

ケート調査を実施おります。町内５,０００世帯、無作為抽出した２,０００世帯を対象

にアンケート調査を実施しました。９０１世帯から回答をいただきました。回収率は４

５.１％でございます。えぇ、計画を策定している他の市町に比べると、高い回収率との

評価をいただいております。ご協力ありがとうございました。二つ目は、民生児童委員

アンケートを調査いたしました。民生児童委員さんろくろ、６６人のうち５３人から回

答をいただき、回収率は８０.３％でした。移動実態、移動についての相談内容や公共交

通や移動に関するご要望、ご意見を多岐にわたっていただいております。三つ目は、小

中学生の保護者アンケートを実施しております。こちらは、回収率はいずれも８５％を

超えております。四つ目は、高校生および保護者アンケート調査でございます。あのぅ、

こちらのほうは、矢上高校に通学する２年生の生徒および保護者、それから町内に居住

し、周辺の高校に通学する生徒および保護者で、回収率は７２.６％でございました。え

ぇ、また、あのぅ、町営バス委託先の事業者やタクシー事業者をはじめ、役場関係各課

など、関係者対象のヒアリング調査も行っております。あのぅ、最後に生活交通のあり

方について、広く意見を伺う目的で設置しております、邑南町生活交通検討委員会にお

いて意見をいただいております。これらの調査から、公共交通網形成に向けた問題点や

課題については、ほぼ出尽くしているという認識を持っております。今後の進め方です

けれども、えぇ、現在の策定中の、ちょうど作業中でございまして、今月２０日に開催

する法定協議会で計画案をご確認いただき、１２月下旬にはホームページに掲載し、パ

ブリックコメントを行った後に、いただいたご意見を反映させた計画を２月の法定協議

会で協議、決定する予定となっております。えぇ、どのような交通手段を考えられてい

るかということでございますけれども、こちらも、あのぅ、四つ、えぇ、あぁ、五つご

ざいます。一つは、これは現在の町営バスネットワークの再編でございます。町内には

広域のバス路線がございます。それからあのぅ、道の駅の再編も、あのぅ、検討中でご

ざいますので、これらを考慮して、羽須美、瑞穂、石見などの地域間接続や接続する自

治体とを結ぶ広域運行を担う町営バスネットワークの再構築を検討しております。二つ

目は、地域内交通手段の一つとして、地域内を走るスクールバスを一般の方々にも利用

できるようにする混乗運行を実施しておりますが、これを継続することについて検討し

ております。で、そらから三つ目が、羽須美地域で実施されているデマンド運行を、こ
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れを他の地域でどのように展開していくか、えぇ、これについて検討をしております。

まぁ、どのような方法があるかということの内容も含めて、えぇ、検討をしております。

四つ目は、１便あたりふたり未満しかご利用いただけてない路線については、バス運行

からタクシー助成等への変更等ができないか、こういったことについて検討をしており

ます。えぇ、最後に、あのぅ、新たな交通手段として、えぇ、全国各地で実証実験が進

められております、まぁ、スモールカーとか電動カーを使った、えぇ、自動運転技術を

活用したような技術についても、これは本町で導入可能かどうかということについても

検討をしております。まぁ、こういったものを検討したうえで、あのぅ、実際の実行と

いうことになりますと来年度以降ということになってこようというふうに思います。 

●瀧田議員（瀧田均） はい、議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 

●瀧田議員（瀧田均） えぇ、細かく説明いただきました。ありがとうございます。えぇ、

それから運行については、来年度以降というご答弁でございました。えぇ、今後、今赤

字がかさんでということをおっしゃいましたけれども、やはり効率性も考えながら新た

な公共交通が、より良いものになるように期待をしております。えぇ、最後の質問でご

ざいますが、えぇ、現在公共交通の運行経費は先ほど申されたように、年々増加してい

ると伺いましたが、えぇ、新たな交通網計画を策定して、運行を実施する場合、現在に

比べてどの程度の公的資金を充当しようとしておられるのか方針や考え方をお聞かせく

ださい。 

○三上定住促進課長（三上直樹） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 三上定住促進課長。えぇ、残り時間がすくのうございますので、

答弁は簡潔にお願いします。 

○三上定住促進課長（三上直樹） えぇ、公的資金の投入についての考え方でございますけ

れども、網形成計画は先ほども申しましたように、あくまでも基本計画でございます。

これを実行する際には、具体の運行実施計画を、生活交通検討委員会や地域公共交通会

議に諮って、あのぅ、具体的な事業を実行していくということになってまいります。ま

た、ただ課題としましては、先ほど申し上げたとおり、欠損額が膨らみ続けている状況

がございますので、まぁ、運行経費にこれ以上公的資金を投入することは困難な状況も

ございます。赤字の抑制に向けた料金体系の見直しなども検討事項としてあがっており

ます。住民アンケート等で寄せられましたバスサービスに対する意見ですけれども、ま

ぁ、これはあのぅ、現行のサービス水準を維持して欲しいと現行の負担でいうものが一

番多いんですけれども、そのほかにも、少しでも地域の公共交通を利用したり、自分た

ちで交通を考えるというご意見もたくさんいただいております。これは各地でいろんな

地域公共交通に関する検討をすすめていただいている結果こういうことが頂いているん

だろうというふうに思いますので、まぁ、こういったあのぅ、地域内の公共交通のあり

方や利用促進について、地域運営や地域経営の視点も加えた議論が進むように、あのぅ、

努めてまいりたいというふうに考えております。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長。 

●山中議長（山中康樹） 瀧田議員。 
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●瀧田議員（瀧田均） はい、えぇ、今後様々な議論を重ねていただいて、より良い物にな

るように願っております。えぇ、邑南町では行財政改善の答申を受けて、現在いろいろ

なことの改善を行っている最中でありますが、町民の皆さんのご理解とご協力をいただ

きながら取り組んでいかなければなりません。選択と集中ということも考えながら、施

策を推進していく必要もあるかと思います。今後とも邑南町に明るい未来を目指して頑

張っていきましょう。これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

●山中議長（山中康樹） 以上で瀧田議員の一般質問は終了いたしました。本日はこれにて

散会といたします。 

―― 午後 ３時２６分 散会 ―― 
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